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町
制
施
行
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た

　当時の役場は木造 2 階建てで、和木小学
校裏の小瀬川の土手にあり、裏手の窓を開
けるとすぐ下は川でした。

和木町役場の看板を掲げる
故松並正行初代・ 2代町長

6代・ 7代町長  藤本光亮さん

姉妹都市恵庭市の「恵庭すずらん踊り」も
今年で40周年を迎えました

3代～ 5代町長  米本清明さん

　

昭
和
54
年
に
姉
妹
都
市
縁
組
み
締
結
以
来
、
北
海
道

恵
庭
市
の
皆
さ
ん
と
は
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
た
く
さ

ん
の
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

40
周
年
の
あ
ゆ
み

昭
和
48
年　

4
月　

和
木
町
制
施
行

　
　
　
　
　

5
月　

あ
け
ぼ
の
橋
完
成
渡
り
初
め
式

昭
和
49
年　

6
月　

岩
国
地
区
消
防
組
合
東
出
張
所
業
務
開
始

昭
和
50
年　

11
月　

役
場
新
庁
舎
完
成
・
業
務
開
始

昭
和
51
年　

1
月　

給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
　
　
　

4
月　

和
木
町
商
工
会
設
立

昭
和
52
年　

3
月　

和
木
地
区
公
共
下
水
道
完
成

昭
和
54
年　

4
月　

和
木
保
育
所
完
成
業
務
開
始

　
　
　
　
　

7
月　

北
海
道
恵
庭
市
と
姉
妹
都
市
縁
組
み
締
結

　
　
　
　
　

8
月　

新
住
居
表
示
実
施

昭
和
55
年　

11
月　

町
の
木
（
ヤ
マ
モ
モ
）・
町
の
花
（
ツ
ツ
ジ
）
制

定

昭
和
56
年　

5
月　

瀬
田
、
関
ヶ
浜
地
区
公
共
下
水
道
完
成

　
　
　
　
　

8
月　

小
・
中
学
生
姉
妹
都
市
教
育
親
善
使
節
団
派
遣

事
業
開
始

　
　
　
　
　

9
月　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
完
成

昭
和
58
年　

5
月　

町
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典

昭
和
59
年　

1
月　

和
木
町
民
憲
章
制
定

　
　
　
　
　

4
月　

和
木
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
　
　
　

10
月　

保
健
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
　
　
　

12
月　

道
海
公
園
・
斎
場
完
成

昭
和
61
年　

4
月　

防
災
無
線
運
用
開
始

昭
和
62
年　

5
月　

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
オ
ー
プ
ン

平
成
2
年　

5
月　

「
教
師
の
日
」
設
定

　
　
　
　
　

7
月　

自
治
会
制
度
発
足

平
成
3
年　

3
月　

「
大
和
橋
通
り
線
」
開
通

　
　
　
　
　

4
月　

ミ
ニ
S
L
運
転
開
始

平
成
4
年　

2
月　

和
木
町
文
化
会
館
完
成

　
　
　
　
　

3
月　

和
木
町
文
化
協
会
発
足

平
成
5
年　

4
月　

町
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　
　
　

和
木
町
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
誕
生

平
成
7
年　

3
月　

図
書
館
増
改
築
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
　
　
　

6
月　

恵
庭
市
か
ら
ポ
ニ
ー
寄
贈

　
　
　
　
　

10
月　

和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

平
成
8
年　

8
月　

和
木
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
始
ま
る

　
　
　
　
　

11
月　

和
木
中
学
校
創
立
50
周
年
記
念
式
典

平
成
9
年　

6
月　

和
木
町
総
合
福
祉
会
館
完
成

　
　
　
　
　

10
月　

大
和
橋
完
成

平
成
10
年　

5
月　

和
木
町
婦
人
会
設
立
50
周
年
記
念
式
典

平
成
11
年　

4
月　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
わ
き
あ
い
あ
い
苑
」

竣
工

　
　
　
　
　

5
月　

蜂
ヶ
峯
団
地
分
譲
開
始

　
　
　
　
　

10
月　

和
木
町
生
誕
1
0
0
周
年
、
恵
庭
市
姉
妹
都
市

締
結
20
周
年
記
念
式
典

平
成
12
年　

4
月　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
和
木
町
内
全
域
開
局

平
成
13
年　

3
月　

和
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立

　
　
　
　
　

6
月　

山
の
手
団
地
全
5
棟
完
成

平
成
14
年　

2
月　

和
木
町
の
市
外
局
番
が
0
8
2
7
に
な
る

平
成
15
年　

10
月　

町
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
　

12
月　

和
木
美
術
館
オ
ー
プ
ン

平
成
17
年　

11
月　

関
々
バ
イ
パ
ス
開
通

平
成
18
年　

4
月　

幼
保
一
元
化
開
始

平
成
19
年　

3
月　

I
S
O
9
0
0
1
認
証
を
取
得

平
成
20
年　

3
月　

J
R
和
木
駅
開
業

　
　
　
　
　

4
月　

和
木
ト
ン
ネ
ル
通
行
開
始

平
成
21
年　

2
月　

和
木
町
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
発
足

　
　
　
　
　

6
月　

恵
庭
市
姉
妹
都
市
締
結
30
周
年
記
念
式
典

平
成
22
年　

1
月　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
耐
震
化
・
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
完
成

　
　
　
　
　

3
月　

和
木
中
学
校
新
校
舎
落
成
式

　
　
　
　
　

5
月　

「
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
」
開
所

　
　
　
　
　

10
月　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
わ
き
あ
い
あ
い
苑
」
開
所

平
成
23
年　

3
月　

新
型
ミ
ニ
S
L
「
は
っ
ち
号
」
運
行
開
始

　
　
　
　
　

10
月　

「
お
い
で
ま
せ
!
山
口
国
体　

銃
剣
道
競
技

会
」
の
開
催

平
成
24
年　

4
月　

三
井
化
学
㈱
で
爆
発
事
故
発
生

　
　
　
　
　
　
　
　

蜂
ヶ
峯
公
園
の
ポ
ニ
ー
「
コ
ハ
ル
」
に
子
ど
も

誕
生　

命
名
「
ポ
ッ
キ
ー
」

　
　
　
　
　

7
月　

和
木
町
体
育
協
会
設
立
60
周
年
記
念　

全
国
ラ

ジ
オ
体
操
実
施

平
成
25
年　

3
月　

和
木
小
学
校
新
校
舎
落
成
式

　
　
　
　
　

4
月　

町
制
施
行
40
周
年

町　

長　
古
木
哲
夫

　

昭
和
48
年
4
月
1
日
、
私
達
の
ま
ち
和
木
は
「
村
」
か

ら
「
町
」
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
国
内
は
高
度
成
長
期

に
あ
り
、
経
済
が
飛
躍
的
に
成
長
を
遂
げ
た
時
期
で
し
た

が
、
和
木
町
に
お
い
て
も
、
好
景
気
に
支
え
ら
れ
た
豊
か

な
税
収
を
背
景
に
、
昭
和
43
年
に
認
可
を
受
け
た
公
共
下

水
道
事
業
を
推
進
し
て
い
た
頃
で
す
。

　

こ
の
年
の
11
月
に
起
こ
っ
た
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響

で
日
本
経
済
の
高
度
成
長
は
止
ま
り
ま
し
た
が
、
和
木
町

で
は
そ
の
後
も
町
内
の
社
会
基
盤
の
整
備
に
努
め
、
役
場

新
庁
舎
建
設
、
公
共
下
水
道
供
用
開
始
、
蜂
ヶ
峯
総
合
公

園
の
開
園
、
文
化
会
館
完
成
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

開
設
、
最
近
で
は
J
R
和
木
駅
の
開
設
を
は
じ
め
、
小
・

中
学
校
の
新
校
舎
完
成
等
々
、
多
く
の
ハ
ー
ド
事
業
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
間
、
福
祉
医
療
費

や
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
助
成
制
度
、
健
や
か
安
心
基
金
の
創

設
、
敬
老
金
制
度
、
ご
み
減
量
化
対
策
、
学
校
給
食
無
料

化
の
継
続
等
、
福
祉
・
環
境
衛
生
・
教
育
面
に
お
け
る
ソ

フ
ト
事
業
も
あ
わ
せ
て
実
施
し
、
地
域
住
民
の
皆
様
方
と

と
も
に
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

来
る
5
月
23
日
に
は
、
町
制
施
行
40
周
年
を
祝
し
、
次

の
50
周
年
に
向
け
て
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
、
記
念
式

典
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
に
も
幾
つ
か
の

記
念
事
業
を
実
施
し
、
町
全
体
で
お
祝
い
の
気
運
を
高
め

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

和
木
町
議
会
議
長

米
本
正
明

　

町
制
施
行
40
周
年
を
迎
え
、
和
木
町
議
会
を
代
表
し
御

祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
48
年
4
月
1
日
、
議
会
も
「
和
木
村
議
会
」
か
ら

「
和
木
町
議
会
」
へ
移
行
い
た
し
ま
し
た
。
奇く

し
く
も
初

代
議
長
は
私
の
父
で
あ
り
、
私
は
数
え
て
11
代
目
の
議
長

で
、
何
か
因
縁
め
い
た
も
の
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

当
時
、
私
は
小
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
12
才
で
し

た
が
、
そ
の
頃
の
和
木
町
は
財
政
力
指
数
1
5
0
を
誇
る

日
本
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
裕
福
な
町
で
あ
っ
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
学
校
給
食
費
は
無
料
、
敬

老
金
の
支
給
な
ど
他
市
町
村
に
は
ほ
と
ん
ど
無
い
諸
施

策
を
行
い
、
下
水
道
は
全
国
で
も
逸い
ち

早は
や

く
普
及
率
ほ
ぼ

1
0
0
%
を
達
成
す
る
な
ど
、
小
さ
な
町
な
が
ら
、
ま
た

小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
行
き
届
い
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
村
の
時
代
、「
昭
和

の
大
合
併
」
時
に
お
け
る
山
口
県
知
事
勧
告
や
総
理
大
臣

勧
告
を
、
粘
り
強
く
慎
重
に
対
応
し
続
け
た
す
べ
て
の
先

人
の
大
変
な
ご
苦
労
の
賜
物
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
和
木
町
は
苦
し
い
財
政
事
情
で
す
が
、
議
会
は

町
民
の
皆
様
と
共
に
力
を
合
わ
せ
、
こ
れ
か
ら
も
50
年
、

60
年
と
単
独
町
制
を
維
持
し
「
住
み
よ
い
活
力
の
あ
る

町
」「
緑
の
風
薫
る
文
化
の
ま
ち
」
を
築
き
上
げ
る
こ
と
を

目
指
し
頑
張
る
覚
悟
で
す
。

　

和
木
町
の
更
な
る
発
展
と
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多

幸
を
お
祈
り
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
し
ま
す
。
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年　

5
月　

和
木
町
婦
人
会
設
立
50
周
年
記
念
式
典

平
成
11
年　

4
月　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
わ
き
あ
い
あ
い
苑
」

竣
工

　
　
　
　
　

5
月　

蜂
ヶ
峯
団
地
分
譲
開
始

　
　
　
　
　

10
月　

和
木
町
生
誕
1
0
0
周
年
、
恵
庭
市
姉
妹
都
市

締
結
20
周
年
記
念
式
典

平
成
12
年　

4
月　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
和
木
町
内
全
域
開
局

平
成
13
年　

3
月　

和
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立

　
　
　
　
　

6
月　

山
の
手
団
地
全
5
棟
完
成

平
成
14
年　

2
月　

和
木
町
の
市
外
局
番
が
0
8
2
7
に
な
る

平
成
15
年　

10
月　

町
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
　

12
月　

和
木
美
術
館
オ
ー
プ
ン

平
成
17
年　

11
月　

関
々
バ
イ
パ
ス
開
通

平
成
18
年　

4
月　

幼
保
一
元
化
開
始

平
成
19
年　

3
月　

I
S
O
9
0
0
1
認
証
を
取
得

平
成
20
年　

3
月　

J
R
和
木
駅
開
業

　
　
　
　
　

4
月　

和
木
ト
ン
ネ
ル
通
行
開
始

平
成
21
年　

2
月　

和
木
町
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
発
足

　
　
　
　
　

6
月　

恵
庭
市
姉
妹
都
市
締
結
30
周
年
記
念
式
典

平
成
22
年　

1
月　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
耐
震
化
・
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
完
成

　
　
　
　
　

3
月　

和
木
中
学
校
新
校
舎
落
成
式

　
　
　
　
　

5
月　

「
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
」
開
所

　
　
　
　
　

10
月　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
わ
き
あ
い
あ
い
苑
」
開
所

平
成
23
年　

3
月　

新
型
ミ
ニ
S
L
「
は
っ
ち
号
」
運
行
開
始

　
　
　
　
　

10
月　

「
お
い
で
ま
せ
!
山
口
国
体　

銃
剣
道
競
技

会
」
の
開
催

平
成
24
年　

4
月　

三
井
化
学
㈱
で
爆
発
事
故
発
生

　
　
　
　
　
　
　
　

蜂
ヶ
峯
公
園
の
ポ
ニ
ー
「
コ
ハ
ル
」
に
子
ど
も

誕
生　

命
名
「
ポ
ッ
キ
ー
」

　
　
　
　
　

7
月　

和
木
町
体
育
協
会
設
立
60
周
年
記
念　

全
国
ラ

ジ
オ
体
操
実
施

平
成
25
年　

3
月　

和
木
小
学
校
新
校
舎
落
成
式

　
　
　
　
　

4
月　

町
制
施
行
40
周
年

2



報
告
第
1
号

　

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

※
監
査
委
員
か
ら
出
納
事
務
は
適
法
に
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
の
確
認
の
報
告
。

報
告
第
2
号

　

「
和
木
町
立
和
木
小
学
校
新
築
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
議
決
を
一
部

変
更
し
た
専
決
処
分
に
つ
い
て

※
和
木
小
新
築
工
事
請
負
契
約
額
を
増
額
し

変
更
契
約
を
し
た
こ
と
の
報
告
。

【
全
会
一
致
で
承
認
】

諮
問
第
1
号

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

※
法
に
基
づ
き
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
き
議
会
の
意
見
を
求
め
た
も
の
。

　
　
　
　
　

【
全
会
一
致
で
承
認
】

議
案
第
1
号

　

平
成
24
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
4
号
）

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
3,
7
4
3
万

　

7
千
円
を
追
加
し
、
44
億
4,
8
3
0
万

　

5
千
円
と
す
る
も
の
。

（
主
な
歳
入
）
国
庫
支
出
金
を
5,
2
9
5

万
4
千
円
増
額
、
町
債
を
1,
3
5
0
万
円

減
額

（
主
な
歳
出
）
財
政
調
整
基
金
積
立
金
を
6,

8
8
3
万
9
千
円
増
額
、
小
学
校
費
を
9
6
4

万
2
千
円
減
額　
　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
2
号

　

平
成
24
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
1,
3
4
1
万

　

5
千
円
を
追
加
し
、
7
億
4,
4
7
8
万

　

9
千
円
と
す
る
も
の
。

　

3
月
5
日
か
ら
18
日
ま
で
の
14
日
間
の
会

期
で
、「
平
成
25
年
第
1
回
和
木
町
議
会
定

例
会
」
が
開
催
さ
れ
、
報
告
2
件
、
諮
問
1

件
、
議
案
32
件
、
発
議
1
件
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

（
主
な
歳
入
）
前
期
高
齢
者
交
付
金
を
3,

1
9
5
万
4
千
円
増
額
・
共
同
事
業
交
付
金

を
1,
1
7
3
万
7
千
円
減
額

（
主
な
歳
出
）
保
険
給
付
費
を
1,
4
1
6

万
円
増
額　
　
　
　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
3
号

　

平
成
24
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
2
2
0
万
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

9,
7
9
6
万
6
千
円
と
す
る
も
の
。

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
4
号

　

平
成
24
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
8
7
7
万

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

3
億
1,
6
8
8
万
9
千
円
と
す
る
も
の
。

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
5
号

　

平
成
24
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
3
号
）

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
63
万
9
千
円

を
減
額
し
、
5
億
1
6
7
万
4
千
円
と
す

る
も
の
。　
　
　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
6
号

　

平
成
24
年
度
和
木
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
2
2
2
万

　

2
千
円
を
減
額
し
、
8,
2
7
3
万
6
千

円
と
す
る
も
の
。
【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
7
号

　

町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

※
町
長
等
の
給
料
月
額
を
平
成
25
年
4
月
1

日
か
ら
同
年
9
月
18
日
ま
で
の
間
、
町
長

は
5
%
、
副
町
長
は
4
%
を
乗
じ
て
得
た

額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
も
の
。

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
8
号

　

和
木
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

※
平
成
25
年
4
月
か
ら
持
ち
家
に
係
る
住
居

手
当
を
廃
止
す
る
も
の

【
挙
手
多
数
で
可
決
】

議
案
第
9
号

　

和
木
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

※
東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
資
す
る
た
め
、

平
成
26
年
度
か
ら
10
年
間
、
町
民
税
均
等

割
を
5
0
0
円
加
算
す
る
こ
と
な
ど
。

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
10
号

　

和
木
町
立
学
校
施
設
の
開
放
に
関
す
る
条

例
に
つ
い
て

※
和
木
中
学
校
の
体
育
館
、
運
動
場
の
利
用

時
間
、
利
用
料
金
等
を
定
め
る
も
の
。

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
11
号

　

和
木
町
自
立
支
援
審
査
会
の
委
員
の
定
数

等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

※
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
の
制
定
に

伴
い
条
例
文
を
改
め
る
も
の
。

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
12
号

　

和
木
町
健
や
か
安
心
基
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

※
障
害
者
の
日
常
生
活
・
社
会
生
活
へ
の
支

第
1
回
和
木
町
議
会
定
例
会
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援
を
、
新
た
に
健
や
か
安
心
基
金
の
対
象

　

事
業
と
す
る
も
の
。【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
13
号

　

和
木
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

※
特
定
世
帯
に
係
る
国
保
料
の
軽
減
特
例
措

置
の
延
長
等
を
図
る
た
め
の
も
の
。

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
14
号

　

和
木
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
等
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て

※
権
限
委
譲
に
伴
い
、
指
定
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
基
準
等
を
定
め
る
も
の
。

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
15
号

　

和
木
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並

び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
に
つ
い
て

※
権
限
委
譲
に
伴
い
、
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
基
準
等
を
定
め
る
も

の
。　
　
　
　
　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
16
号

　

和
木
町
道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準
等
を

定
め
る
条
例
に
つ
い
て

※
道
路
法
の
改
正
に
よ
り
、「
道
路
の
構
造

の
技
術
的
基
準
」、「
道
路
標
識
の
寸
法
」

を
定
め
る
も
の
。
【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
17
号

　

和
木
町
準
用
河
川
に
設
け
る
河
川
管
理
施

設
等
の
構
造
の
技
術
的
基
準
に
関
す
る
条

例
に
つ
い
て

※
河
川
法
の
改
正
に
よ
り
、
準
用
河
川
に
設

け
る
管
理
施
設
の
構
造
の
技
術
的
基
準
を

定
め
る
も
の
。　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
18
号

　

和
木
町
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な

特
定
公
園
施
設
の
設
置
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
に
つ
い
て

※
和
木
町
に
お
け
る
特
定
公
園
施
設
を
高
齢

者
、
障
害
者
等
が
円
滑
に
移
動
等
が
で
き

る
よ
う
設
置
に
関
す
る
基
準
を
条
例
で
定

め
る
も
の
。　
　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
19
号

　

和
木
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

※
都
市
公
園
法
の
規
定
に
準
じ
「
都
市
公
園

の
設
置
基
準
」
を
条
例
に
追
加
す
る
も

の
。　
　
　
　
　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
20
号

　

和
木
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

※
町
営
住
宅
の
整
備
基
準
、
入
居
収
入
基
準

を
改
め
る
も
の
。
【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
21
号

　

和
木
町
布
設
工
事
監
督
員
の
配
置
基
準
及

び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技
術
管
理
者
の

資
格
基
準
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

※
和
木
町
水
道
工
事
に
お
け
る
監
督
員
の
配

置
基
準
及
び
資
格
を
条
例
で
定
め
る
も

の
。　
　
　
　
　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
22
号

　

和
木
町
公
共
下
水
道
の
構
造
の
技
術
上
の

基
準
等
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

※
和
木
町
が
設
置
す
る
公
共
下
水
道
の
構

造
の
技
術
上
の
基
準
及
び
公
共
下
水
道

施
設
の
維
持
管
理
等
を
条
例
で
定
め
る

も
の
。　
　
　
　
【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
23
号

　

和
木
町
立
和
木
小
学
校
校
舎
解
体
工
事
の

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

※
議
案
の
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
議
決
を
求

め
る
も
の
。　
　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
24
号

　

平
成
25
年
度
和
木
町
一
般
会
計
予
算

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
25
号

　

平
成
25
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
26
号

　

平
成
25
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
27
号

　

平
成
25
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
28
号

　

平
成
25
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
29
号

　

平
成
25
年
度
和
木
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
30
号

　

和
木
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
の
指
定
同
意
に
つ
い
て

※
議
案
の
指
定
管
理
者
を
和
木
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
決

を
求
め
る
も
の
。

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
31
号

　

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

※
山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
及
び
規
約
を
変
更
す

る
こ
と
に
つ
い
て
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
　
　
　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
32
号

　

山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約

の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

※
山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約

中
、
外
国
人
登
録
原
票
の
記
載
を
削
除
す

る
こ
と
に
つ
い
て
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

発
議
第
1
号

　

和
木
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
の
特
例

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

※
議
員
が
自
己
都
合
、
疾
病
そ
の
他
の
事
由

に
よ
り
、
議
員
活
動
を
長
期
間
に
亘
り
休

止
し
た
場
合
、
報
酬
・
期
末
手
当
に
つ
い

て
の
減
額
等
を
規
定
す
る
も
の
。

【
全
会
一
致
で
可
決
】

　

議
案
第
24
号
か
ら
議
案
第
29
号
ま
で
の
平

成
25
年
度
和
木
町
一
般
会
計
予
算
及
び
特
別

会
計
予
算
の
詳
細
は
5
ペ
ー
ジ
か
ら
7
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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　平成25年度の和木町の当初予算が、和木町議会3月定例会において可決されました。
　今年度予算には、和木小学校の外構整備工事やプールの新築工事、留守家庭教室の建設工事が盛り
込まれ、平成23年度に着工した和木小学校関連の整備事業が全て完了します。
　また、平成25年度は、町制施行40周年の節目の年を迎え、その記念事業や関連のイベント事業を
実施する経費が予算に盛り込まれています。
　それでは、今年度の和木町の予算について、具体的に、質問形式でみていきましょう。

　前年度当初予算に比較して、一般会計の予算は、8.1%の減額となっています。これは、和木小
学校整備事業が最終年度となり、事業費が大幅に減ったことが大きな要因となっています。ま
た、簡易水道事業特別会計の予算が大幅に減額となっているのは、前年度に瀬田浄水場のろ過槽
の大規模改修を実施したため、その事業費が減ったことによるものです。

※一般会計…税金を主な収入とし、福祉や教育などまちの基本的な事業にかかる経費の会計。
※特別会計…国民健康保険や介護保険、上下水道といった特定の事業で、保険料など特定の収入に

よりまかなわれ、一般会計と区分して経理する会計。

※自主財源と依存財源
　自主財源とは、和木町が自主的に収入する財源のことを意味し、依存財源とは、国や県から交付され
たり、割り当てられたりして収入する財源のことを意味します。

Q

A

今年度の予算の総額は?
予算の総額は54億3,048万8千円になります。内訳は下表のとおりです。

Q

A

どんな収入があるの?
収入の内訳（一般会計）については、下のグラフをご覧ください。

Q

A

どんな事業に使われるの?
下のグラフは一般会計の予算の使いみち（支出）を性質別に分類したものです。

会 計 名

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険

簡 易 水 道 事 業

公 共 下 水 道 事 業

介 護 保 険

保 険 事 業 勘 定

サービス事業勘定

後 期 高 齢 者 医 療

小 　 計

合 　 計

平成25年度

3,815,442

711,571

87,383

232,242

497,537

495,142

2,395

86,313

1,615,046

5,430,488

平成24年度

4,150,014

675,773

100,166

229,759

489,407

486,765

2,642

84,958

1,580,063

5,730,077

差　　引

▲ 334,572

35,798

▲ 12,783

2,483

8,130

8,377

▲ 247

1,355

34,983

▲ 299,589

伸び率（％）

▲ 8.1

5.3

▲ 12.8

1.1

1.7

1.7

▲ 9.3

1.6

2.2

▲ 5.2

特

別

会

計

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

各会計の予算総額

収入

支出

町税
1,472,802
38.6%

諸収入等
427,455
11.3%

使用料及び手数料
123,319
3.2%

繰入金
176,480 
4.6%

繰越金
20,000
0.5%

地方債（借金）
481,300
12.6%

  国・県支出金
590,557
15.5%

地方交付税
399,881
10.5%

地方譲与税等
123,648　3.2%

その他
481,977 
12.6%

人件費
652,527
17.1%

公債費
389,298 
10.2%

扶助費
340,762
8.9%

物件費
673,935
17.7%

補助費等
287,384
7.6%

繰出金
282,927
7.4%

投資的経費
706,632
18.5%

義務的経費
36.2%

自主財源
58.2%

依存財源
41.8%

○町税
　一番大きな割合を占めているのが税金で、町の収
入の1/3以上を占めています。近年は景気低迷が影
響して、法人（企業）からの税金は最低水準を推移
しています。

○地方交付税
　国が集めた国税の一部が一定の基準に基づき、県
や市町村に交付されます。
　多くの市町村では、地方交付税が大きな割合を占
めますが、和木町は税金が多く入るため、その割合
は低い水準となっています。

○国・県支出金
　小学校整備に伴う文部科学省の補助金や、留守家
庭教室の建設に伴う厚生労働省の補助金の他、米軍
再編交付金、石油貯蔵施設立地対策等補助金が含ま
れています。

○義務的経費
　義務的経費とは、人件費や公債費、扶助費など、
支出が義務付けられ、任意に削減できない経費をい
います。

○投資的経費
　公共施設を整備するための経費のことをいいま
す。本年度は、小学校整備事業（外構・プール）
や、留守家庭教室建設事業、蜂ヶ峯警察官住宅建設
事業が含まれています。

公 債 費…借金の返済に充てる経費のこと
扶 助 費…子ども手当や福祉医療費など
物 件 費…需用費、役務費、委託料など
補助費等…各種負担金や補助金など
繰 出 金…一般会計から特別会計への補てん金

平成25年度
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Q

A

どんな事業に使われるの？
予算の使いみちを町民１人あたりに換算し、目的別にみると以下のように
なります。

○町制施行40周年記念事業関連経費
○蜂ヶ峯警察官住宅建設工事
○瀬田 4丁目集会所増築工事

○橋りょうの長寿命化修繕計画作成業務
○土地区画整理の見直しを行なうための調査
○町道 4路線の改良工事
○町営住宅等の長寿命化計画作成業務

○町内の主要公共施設等に海抜表示板を設置
○いわくに消防防災センターの建設負担金
○全国女性消防操法大会への出場経費

○英語指導助手招致事業（JETプログラム）
○和木小学校整備事業（外構、プール）
○小学校・中学校のICT教育推進のための整備
○和木幼稚園の園舎建替のための実施設計
○留守家庭教室建設工事
○美術館、文化会館における文化イベント事業の開
催
○給食センターに連続揚物機を設置

○灌漑用水調整ゲート整備工事

○商工会助成事業
○商工業者利子補給金制度

○子ども安心医療（中学生までの医療費無料）
○福祉医療制度一部負担金の全額助成
○子ども・子育て支援事業
○敬老金の支給

○中学校、高校 3年生を対象としたインフルエンザ
予防接種料の全額助成
○集団がん検診等の自己負担の全額助成
○子宮頸がんワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎
球菌ワクチン接種の自己負担の全額助成
○高齢者肺炎球菌ワクチン接種助成制度の開始
○一般廃棄物処理基本計画策定業務
○家庭用太陽光発電システムを設置した家庭に対
し、システム1kw当たり20,000円を5kwまで助成

581,400円

議会費 10,800円 1.9%

目　　　　的 町民1人あたりの
予算額及びその割合 今年度の重点施策

33,300円 5.7%

153,600円 26.4%

100.0%

2,800円 0.5%農林水産業費

2,700円 0.5%商工費

20,000円 3.4%消防費

教育費

59,300円 10.2%公債費
（借金の返済に充てる費用）

3,000円 0.5%予備費

合　計　額

136,600円 23.5%
総務費

一般的な事務費や
財産管理費など（　　　　　　）

114,300円 19.7%
民生費

老人、児童などの社会福祉の
ための費用（　　　　　　　　　）

衛生費
町民の健康やごみ処理の

ための費用（　　　　　　　　）

45,000円 7.7%
土木費

町道、公園の整備や町営住宅
などに使われる費用（　　　　　　　　　）
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有
権
者
の
皆
さ
ん
、
4
月
28
日
㈰
に
、
参

議
院
山
口
県
選
挙
区
選
出
議
員
補
欠
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

棄
権
を
し
な
い
で
、
必
ず
投
票
に
行
き
ま

し
ょ
う
。

　

選
挙
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
。
よ
く
考
え

て
悔
い
の
な
い
1
票
を
投
じ
、
公
正
で
明
る

い
選
挙
の
実
現
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
投
票
日

4
月
28
日
㈰

◆
投
票
時
間

7
時
か
ら
20
時
ま
で

◆
投
票
場
所

◎
和
木
第
1
投
票
所

　
　

和
木
町
体
育
セ
ン
タ
ー

◎
和
木
第
2
投
票
所

　
　

和
木
5
丁
目
集
会
所

　
　

（
沖
灰
場
集
会
所
）

◎
瀬
田
投
票
所

　
　

公
民
館
瀬
田
分
館

◎
関
ヶ
浜
投
票
所

　
　

公
民
館
関
ヶ
浜
分
館

　

有
権
者
の
皆
さ
ん
に
郵
送
さ
れ
る
、
投
票

所
入
場
券
（
は
が
き
）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
で
き
る
人

　

和
木
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
の
う
ち
、
平
成
5
年
4
月
29
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
25
年
1
月
10
日
以
前

か
ら
和
木
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
人

※
修
学
の
た
め
、
町
外
の
寮
、
下
宿
等
に
居

住
す
る
学
生
生
徒
の
住
所
は
、
特
段
の
事

情
の
な
い
限
り
、
そ
の
寮
、
下
宿
等
の
所

在
地
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
今
回

の
選
挙
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

◆
代
理
投
票

　

文
字
の
書
け
な
い
人
や
心
身
の
障
害
等
に

よ
り
自
分
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
投
票
所

で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
係
員
が
あ

な
た
に
代
わ
っ
て
投
票
用
紙
に
書
い
て
く
れ

ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
投
票
所
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。◆

公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

　

町
内
26
箇
所
に
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を

設
置
し
ま
す
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
壊

し
た
り
、
貼
っ
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー
を
破
っ
た

り
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
の
な
い
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
開
票

日　

時
▼
4
月
28
日
㈰

　
　
　
　

20
時
50
分
か
ら
（
予
定
）

場　

所
▼
和
木
町
体
育
セ
ン
タ
ー

◆
不
在
者
投
票

　

和
木
町
外
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方
や
病
院

へ
入
院
、
老
人
ホ
ー
ム
へ
入
所
な
ど
さ
れ
て

い
る
方
は
、
不
在
者
投
票
制
度
を
ご
利
用
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
、
公
私
の
用
事
や
旅
行
等
で
投

票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、
選
挙
期
日
公
示
日

の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票
の
期
間

　
　
　
　

4
月
12
日
㈮
〜
27
日
㈯

時　

間
▼
8
時
30
分
〜
20
時

場　

所
▼
役
場
議
会
棟
委
員
会
室

持
参
す
る
も
の
▼
入
場
券
（
届
い
て
い
る
場

合
）

※
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
贈
ら
な
い
・

　
　
　
求
め
な
い
・

　
　
　
　
受
け
取
ら
な
い

　
　
き
れ
い
な
選
挙
は
、

　
　
　
“
三
な
い
運
動
か
ら
”

選
挙
に
関
す
る
お
問
合
せ

和
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
和
木
町
企
画
総
務
課
内
）

（
☎
52
―
2
1
3
6 

内
線
3
0
6
）

参
議
院
山
口
県
選
挙
区
選
出
議
員
補
欠
選
挙

4/28
㈰
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ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

　

和
木
小
学
校
新
築
工
事
が
平
成
25
年
3
月

に
完
了
し
、
3
月
15
日
に
新
校
舎
完
成
を

祝
っ
て
落
成
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
で
、
そ
れ
ぞ
れ
卒

園
式
、
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
卒
業
式
は
、
完
成
し
た
ば
か
り

の
新
校
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
、
卒
園
児
は
、
名
前
を
呼
ば
れ
る

と
大
き
く
返
事
を
し
、
き
び
き
び
と
し
た
動

作
で
、
胸
を
張
っ
て
卒
業
（
園
）
証
書
を
受

け
取
り
ま
し
た
。
恩
師
や
在
校
生
と
の
別
れ

を
惜
し
み
な
が
ら
も
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新

生
活
に
期
待
を
抱
き
、
思
い
出
の
詰
ま
っ
た

学
び
舎
か
ら
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

卒
園
・
卒
業
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
児
童
を
代
表
し
て
古
川
茄
依

君
（
小
6
）
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、
新
校

舎
が
で
き
あ
が
る
ま
で
の
様
子
が
ス
ラ
イ
ド

上
映
さ
れ
る
中
、
出
席
者
全
員
で
校
歌
を
斉

唱
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
新
校
舎
中
庭
で
記
念
植

樹
を
行
い
、
姉
妹
都
市
の
北
海
道
恵
庭
市
よ

り
贈
呈
さ
れ
た
記
念
樹
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）

の
ほ
か
、
町
制
40
周
年
を
記
念
し
て
町
の
木

で
あ
る
ヤ
マ
モ
モ
の
苗
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
校
舎
の
見
学
会
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
校
舎
は
中
庭
を
中
心
に
部
屋
が
配
置

さ
れ
た
明
る
い
校
舎
と
な
っ
て
お
り
、
各
階

に
様
々
な
用
途
に
使
用
で
き
る
多
目
的
室
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
屋
上
に
は
太

陽
光
発
電
設
備
や
風
力
発
電
設
備
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
教
室
や
設
備
に
見
学

者
は
満
足
の
様
子
で
し
た
。

小
学
校
新
校
舎
完
成

学
び
舎
か
ら
卒
業
・
卒
園

記念植樹

中学校卒業式　 3 月 9 日
卒業生63名（男36名　女27名）

式典のようす

和木小学校新校舎

小学校卒業式　 3 月19日
卒業生84名（男45名　女39名）

幼稚園卒園式　 3 月22日
卒業生72名（男34名　女38名）

9



ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

　

2
年
間
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
天
羽
正
人

消
防
団
長
、
森
脇
英
治
副
団
長
が
、
町
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
再
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。
天
羽
団
長

は
現
在
勤
続
36
年
、
森
脇
副
団
長
は
現
在
勤

続
26
年
で
、
共
に
2
期
目
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
二
人
に
は
、
消
防
団
を
統

率
し
、
消
防
・
防
災
行
政
に
ご
尽
力
い
た
だ

く
よ
う
期
待
し
ま
す
。

　

消
防
団
員
と
し
て
の
永
年
の
活
動
と
功
績

が
認
め
ら
れ
、
江
島
一
義
さ
ん
（
第
3
分
団

分
団
長
）
が
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰
功
労

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
江
島
さ
ん
は
平
成
9
年
の
入
団
以

来
、
16
年
間
、
消
防
活
動
に
精
励
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

和
木
町
消
防
団
の
中
核
と
し
て
、
町
の
安

全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

3
月
8
日
、
暖
か
い
日
ざ
し
を
い
っ
ぱ
い

に
浴
び
な
が
ら
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
防
火

パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
で
は
年
中
4
歳
児
が
は
っ
ぴ
姿

で
、
消
防
車
な
ど
に
誘
導
さ
れ
な
が
ら
町
内

　

3
月
6
日
、
町
職
員
の
鳴
井
沙
由
美
主
事

が
岩
国
地
区
消
防
組
合
か
ら
一
日
消
防
官
を

を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
沿
道
の
い
た
る
と

こ
ろ
で
た
く
さ
ん
の
保
護
者
や
地
域
の
方
が

手
を
振
っ
た
り
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
『
戸
締
り
用
心
、
火
の
用

心
』
と
元
気
い
っ
ぱ
い
う
た
い
な
が
ら
歩

き
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
終
了
後
は
、
園
庭
で
三
井
化
学

㈱
岩
国
大
竹
工
場
、
J
X
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
㈱
麻
里
布
製
油
所
、
J
X
日
鉱
日
石
サ

イ
ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
㈱
麻
里
布
営
業
所
、

㈱
エ
ム
シ
ー
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト

防
災
警
備
課
の
企
業
4
社
か
ら
絵
本
贈
呈
が

あ
り
、
前
記
2
社
の
自
衛
消
防
団
協
力
の
も

と
、
消
防
車
を
見
た
り
乗
っ
た
り
し
て
大
喜

び
の
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
出
張
所
で
丸
茂
所
長
か
ら
委
嘱
状
が
渡

さ
れ
た
後
、
近
年
の
火
災
、
救
急
の
出
動
状

況
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
普
段
の
業
務

や
消
防
資
機
材
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

一
日
消
防
官
を
終
え
た
後
、「
消
防
職
員

と
し
て
重
要
な
こ
と
は
『
地
理
を
覚
え
る
こ

と
』『
い
つ
で
も
緊
急
出
動
で
き
る
よ
う
態

勢
を
整
え
て
お
く
こ
と
』『
装
備
の
点
検
・

習
熟
を
怠
ら
な
い
こ
と
』
な
ど
、
現
場
な
ら

で
は
の
大
切
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
地
域
の
安
全
安
心
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
つ
い
当
た
り
前
の
よ

う
に
思
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
し
た
が
、
職
員

皆
さ
ん
の
努
力
や
苦
労
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
大
事
に
思
い
た
い
で
す
。」

と
鳴
井
主
事
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

消
防
団
長
を
任
命

消
防
団
員
と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て

火
災
予
防
を
呼
び
か
け

一
日
消
防
官
を
委
嘱

天羽正人さん

江島一義さん

森脇英治さん
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ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

　

平
成
24
年
度
石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策
等

補
助
金
に
よ
り
、
関
ヶ
浜
1
丁
目
に
防
災
行

政
無
線
屋
外
子
局
（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）
を

1
基
新
設
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
道
の
道
路
改
良
工
事
を
実
施

し
、
路
面
の
段
差
、
水
溜
り
を
解
消
し
、
歩

行
者
や
車
両
が
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
工
事
の
期
間
中
は
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【
補
助
金
に
よ
り
整
備
し
た
防
災
施
設
】

・
防
災
行
政
無
線
屋
外
子
局
の
新
設

【
補
助
金
に
よ
り
整
備
し
た
町
道
】

①
町
道
土ど

居い

背せ

戸と

土ど

居い

線

②
町
道
中な
か

開び
ら
き

沖お
き

新し
ん

開が
い

線

③
町
道
与よ

三さ

野の

地じ

切き
り

洲す

線

④
町
道
深み

山や
ま

室む
ろ

の
木き

線
深
山
橋
架
け
替
え

⑤
町
道
瀬せ

田た

口ぐ
ち

大お
お

谷だ
に

線

　

2
月
25
日
、
㈳
山
口
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
岩

国
支
部
（
三
紙
庄
一
支
部
長
）
の
皆
さ
ん
が

和
木
町
を
訪
ね
、
和
木
小
学
校
全
児
童
に

「
ク
リ
ア
ー
フ
ァ
イ
ル
」
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
支
部
長
賞
を
受
賞
し
た
、
和
木

小
学
校
6
年
（
当
時
）
堀
本
結
友
璃
さ
ん
の

「
ト
リ
マ
ー
出
張
ト
ラ
ッ
ク
」
の
作
品
も
あ

り
ま
し
た
。

　

古
木
町
長
は
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意

識
が
高
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。」
と

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

防
災
施
設
や
町
道
を
整
備

ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
寄
贈

　

平
成
25
年
3
月
1
日
付
で
、
町
長
か
ら
交

通
安
全
指
導
員
と
し
て
引
き
続
き
、
次
の
3

名
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

増
井
幸
伸
さ
ん
（
和
木
4
丁
目
）

　

平
成
6
年
か
ら
委
嘱

林　

一
美
さ
ん
（
和
木
4
丁
目
）

　

平
成
11
年
か
ら
委
嘱

津
島
宏
保
さ
ん
（
和
木
1
丁
目
）

　

平
成
21
年
か
ら
委
嘱

　

交
通
事
故
の
な
い
町
を
目
指
し
、
交
通
安

全
の
啓
発
、
街
頭
指
導
等
に
あ
た
ら
れ
ま

す
。
3
名
の
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

次
の
方
々
が
、
満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
、
町
長
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、

表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

3
月
17
日　

槇
島
チ
ヱ
コ
さ
ん

3
月
18
日　

福
田
エ
ミ
コ
さ
ん

※
ご
本
人
の
希
望
に
よ
り
、
お
名
前
の
み
の

紹
介
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

交
通
安
全
指
導
員
を
委
嘱

厚
生
功
労
者
表
彰 増井幸伸さん林　一美さん津島宏保さん
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ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

　

平
成
24
年
度
和
木
大
学
の
最
後
の
講
義

「
は
つ
ら
つ
自
転
車
教
室
」
を
、
山
口
県
警

と
岩
国
警
察
署
員
を
講
師
に
招
き
行
い
ま
し

た
。

　

高
齢
者
が
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

自
転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て
、
寸
劇
を
鑑
賞

し
な
が
ら
の
講
義
で
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

毛
利
次
郎
さ
ん
の
「
交
通
安
全
音
頭
」
な

ど
、
交
通
安
全
の
願
い
を
込
め
た
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
も
受
講
生
の
心
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　

講
義
後
、
3
名
の
卒
業
式
が
あ
り
、
河
村

忠
昭
学
長
か
ら
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

4
月
か
ら
も
、
概
ね
60
歳
以
上
の
新
入
学

生
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52
―
2
1
9
1
）

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
和
木
保
育
所

内
）
に
、
榎
浩
子
先
生
（
公
民
館
講
座
キ
ッ

ズ
ビ
ク
ス
等
の
講
師
）
を
招
い
て
、
キ
ッ
ド

ビ
ク
ス
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
頃
は
、
家
庭
で
保
育
を
し
て
い
る
お
母

さ
ん
14
名
が
幼
児
と
と
も
に
参
加
。

　

榎
先
生
の
明
る
い
笑
顔
と
ハ
キ
ハ
キ
し
た

指
導
の
声
に
子
ど
も
た
ち
も
す
ぐ
に
慣
れ
、

歌
や
ゲ
ー
ム
、
手
遊
び
な
ど
を
楽
し
み
、
お

母
さ
ん
た
ち
に
は
少
し
き
つ
い
体
操
も
あ
り

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
た
ち
は
、
家
庭
内
で
も
歌
や
手

遊
び
な
ど
で
触
れ
あ
う
こ
と
が
大
切
。
と
い

う
こ
と
を
学
び
、
い
っ
そ
う
強
く
子
ど
も
を

抱
き
締
め
て
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

和
木
大
学
で
も
卒
業
式

マ
マ
と
い
っ
し
ょ
に
キ
ッ
ド
ビ
ク
ス

　

3
月
3
日
の
桃
の
節
句
に
合
わ
せ
、
和
木

町
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
主
催
に
よ
る

「
ふ
れ
あ
い
ひ
な
ま
つ
り
」
が
美
術
館
、
中

学
校
体
育
館
前
で
行
わ
れ
、
春
の
陽
気
に
誘

わ
れ
、
多
く
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

美
術
館
で
は
、
似
顔
絵
や
絵
手
紙
コ
ー

ナ
ー
が
人
気
を
集
め
、
横よ

こ

峯み
ね

雅ま
さ

登と

代よ

さ
ん
の

琴
の
演
奏
が
来
館
者
の
心
を
慰
め
ま
し
た
。

　

体
育
館
前
で
は
、
農
作
物
や
海
産
物
、
パ

ン
や
パ
ス
タ
を
求
め
る
人
の
列
が
並
び
ま
し

た
。

　

主
催
者
か
ら
は
、
コ
ー
ヒ
ー
や
甘
酒
が
振

る
舞
わ
れ
、
昼
に
は
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の

一
つ
で
あ
る
、
商
工
会
が
開
発
し
初
お
披
露

目
と
な
る
「
新
四
境
鍋
」
が
配
ら
れ
ま
し

た
。

　

午
前
の
部
活
が
終
わ
り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
良

く
体
育
館
か
ら
出
て
き
た
中
学
校
女
子
バ

レ
ー
部
員
た
ち
も
満
足
そ
う
に
味
わ
い
ま
し

た
。

賑
や
か
に
女
の
子
の
お
祭
り

　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
社
会
福

祉
協
議
会
（
上
岡
宗
三
会
長
）
主
催
の
「
高

齢
者
ふ
れ
あ
い
親
睦
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
広
島
西
医
療
セ
ン
タ
ー
の
吉

松
先
生
か
ら
感
染
症
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　

昼
食
会
に
は
古
木
町
長
も
出
席
。
つ
く
し

会
に
よ
る
色
と
り
ど
り
の
手
作
り
弁
当
を
味

わ
い
な
が
ら
、
会
話
を
弾
ま
せ
ま
し
た
。

　

第
3
部
で
は
コ
ー
ラ
ス
「
あ
ひ
る
」
に
よ

る
合
唱
、
独
唱
が
披
露
さ
れ
、
澄
ん
だ
歌
声

が
会
場
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
親
睦
会
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421

　 3月 6日、文化会館において、和木町子ども会育成連
絡協議会（吉田浅美会長）の主催で「意見交換会」が開
催されました。
　町子連の活動報告とともに単位子ども会からお楽しみ
会等での趣向を凝らした取組の報告がされました。中に
は、日頃からお世話になっている地区のスクールガード
の方々をお招きした単位子ども会もありました。
　また、自治会の親睦旅行に単子も参加することで、双
方にとって思い出深いものになるなど、他団体との交流
を積極的に行うといった取組も紹介されました。
　一方、子ども会活動への参加者が年々減少しているこ
と等の課題も上がりましたが、こうした状況にあるから
こそ、より一層の工夫が大切なのではないかという指摘
もされるなど、活発な意見交換となりました。

　 3月 7日、文化会館において今年度 2回目の文化財保
護審議会（正中克磨会長）が開催されました。
　今回は、旧和木村戸長役場文書の町指定文化財への指
定についてと、町内にある史跡への説明看板の設置につ
いて、委員から意見をいただきました。また、和木町の
産業に関する歴史を解説したDVDの試写も行いまし
た。
　今後も文化財行政推進上必要な意見等の集約を行い、
具現化していきたいと思います。

　今年度も放課後子ども教室「わきあいキッズ」を実施
します。
　対象は和木小学校の児童及び町内在住の小学生です。
　実施要項を 4月中旬までに小学校を通じて配布、締め
切りを 4月22日の予定にしております。詳しくは、実施
要項をご覧ください。
　和木小学校以外の町内在住の小学生につきましては、
教育委員会に直接お越しください。

　わきスクールガードでは、子どもの安全を見守る
ボランティア（主に登下校時）を募集しています。
　このわきスクールガードは、「できる方が、でき
る時に、できる事を！」を基本に、無理なく継続し
ていただけるように活動しています。
　和木町の子どもたちの安全を守る活動にご理解と
ご協力をお願いします。
募集期間▶随時募集（年度ごとに更新）
登録及び問合せ▶
わきスクールガード事務局（和木町教育委員会内）

（☎53－3123）

子どもの見守り！
　ボランティア募集
子どもの見守り！
　ボランティア募集
子どもの見守り！
　ボランティア募集
子どもの見守り！
　ボランティア募集

町町町子子子子連連連連「「「「意意意見見見見交交交交換換換換会会」」」町町町町子子子子連連連連「「「「意意意意見見見見交交交交換換換換会会会会」」」」町子連「意見交換会」 文文文文化化化化財財財財保保保保 審審議会会文文文文化化化化財財財財保保保保護護護護審審審審議議議議会会会会文化財保護審議会

放放課課後後子子どどどもも教教教室室「「「わわわきききああああいいいいキキキキッッッズズズズ」」」放放 後後子子どどもも教 わわきあ キ放 どども わ放放放 後 教放放 後放放放放課課課課後後後後子子子子どどどどもももも教教教教室室室室「「「「わわわわききききああああいいいいキキキキッッッズズズズ」」」」放放放課放課課放放放放放放放課後子ども教室「わきあいキッズ」
募集について
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○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

木水火月日 金 土

　「絵本･子どもが好きな人」、「時間に余裕ができ、新しいことに
挑戦したい！」、「本を読んであげた子どもたちの反応が見たい」。
　そんな思いをお持ちのあなた！年齢・性別・経験は問いません。
　興味のあるかたは…ぜひ図書館へお問合せください。
問合せ▶図書館（☎54－0222）

図書館や小学校での子どもたちへの読み聞かせ活動をしてみませんか？

4
11
18
25

3
10
17
24

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

7
14
21
28

5
12
19
26

6
13
20
27

4月の休館日

＜CD＞

＜一般書＞

☆sakanaction/サカナクション
☆湘南乃風～2023～/湘南乃風
☆ソナポケイズム4~君という花～/ソナーポケット
☆REAL/中島美嘉
☆ホワット・アバウト・ナウ/ボン・ジョヴィ
☆2CELLOS2~IN2ITION~/2CELLOS

『心』 姜尚中著
『工場』 小山田浩子著
『はだかんぼうたち』 江國香織著
『大迷走』 逢坂剛著
『手のひらの砂漠』 唯川恵著
『サクラ秘密基地』 朱川湊人著
『常在戦場』 火坂雅志著
『ガソリン生活』 　伊坂幸太郎著
『五二屋傳蔵』 山本一力著
『大病院』 ジュリー・サラモン著　山村朋子訳

＜児童書・絵本＞
『マリアさんのトントントトンタ』
 角野栄子文　にしかわおさむ絵
『ゆけ!ウチロボ！』
 サトシン作　よしながこうたく絵
『せんせいといっしょ』
 マリアン・クシマノ・ラブ文　市川里美絵
『こりゃなんだうた』 谷川晃一作・絵
『おばあちゃんはかぐやひめ』
 松田もとこ作　狩野富貴子絵
『あそびたいものよっといで』
 あまんきみこ作　おかだちあき絵
『どうしたのブタくん』
 みやにしたつや作・絵
『おばけのジョージーとさわがしいゆうれい』
 ロバート・ブライト作・絵　なかがわちひろ訳
『おてらのつねこさん』 やぎゅうげんいちろう作
『君に教えたい「アン」のちから』 茂木健一郎著

日　時▶ 4 月20日㈯　10時～11時
　　　　おはなし会サークル「ゆびとま」
対象者▶幼児・小学生
場　所▶おはなしの部屋
問合せ▶図書館（☎54－0222）

● ● ● ● ●● ● ● ● ●春のスペシャル お は な し 会
募集人員▶ 1名
契約期間▶平成25年 5 月 1 日から平
成26年 3 月31日（更新あり）
勤　務▶平日（火曜～金曜）
　　　　16時15分～18時15分
※随時、半日及び1日勤務の日もあり
勤務内容▶図書館窓口業務等
応募条件▶町内在住の方でパソコン

操作が出来る方
申込み▶履歴書をコミセン窓口に提

出してください。
募集期間▶ 4月 1日～15日
決定方法▶面接
※面接の日程は、後日連絡します。
問合せ▶総合コミュニティセンター
　　　　　　　　　 （☎52－2191）
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※平成 7 年 4 月 2 日から平成19年 4 月 1 日までに生まれた方は、積極的勧奨が差し控えられていたため日本脳炎の
予防接種が完了していない場合があります。母子健康手帳を確認のうえ、不足分を接種することが可能です。

〈予防接種の種類と対象〉

田村　善司　（瀬田1丁目）
前田　綱夫　（和木4丁目）
川野　夕起恵（和木3丁目）
岡田　和子　（瀬田2丁目）
山﨑　睦人　（和木2丁目）
藤原　昇　　（和木1丁目）
横山　直美　（瀬田4丁目）
松村　亮　　（和木2丁目）
村田　正信　（和木2丁目）
有吉　亨　　（瀬田2丁目）

50回

30回

10回

献血回数 氏　　名
（敬称略）

　献血は患者さんの生命を守る愛の運動です。規定の
献血回数に達した方々に、このたび感謝状と記念品を
お贈りしました。これからもよろしくお願いします。

献血功労者表彰

日　時▶ 4 月19日㈮　10時～11時30分
内　容▶メノポーズ
準　備▶動きやすい服装・室内シューズ・タオル
　　　　・バスタオル・お茶
申込み▶ 4 月17日㈬まで
会場・問合せ▶保健相談センター（☎52－7290）

元気アップ教室

　子育てイベントを開催します。
日　時▶ 6 月 8 日㈯　 9時30分～12時
対　象▶どなたでも来場可能です。
会場・問合せ▶保健相談センター（☎52－7290）

すくすくフェスタ  inわき

種　　類

ヒブ 生後 2～60ヵ月未満

小児用
肺炎球菌 生後 2～60ヵ月未満

BCG
ジフテリア
百日せき
破傷風

不活化ポリオ
麻しん
（はしか）
・
風しん

日本脳炎

子宮頸がん
予防

対象年齢 標準的な接種年齢 回　　数 間　　隔

初回：27日（医師が認め
る場合は20日）～56日
追加：初回終了後 7～
13ヵ月

開始が生後 2～ 7ヵ月
未満

初回 3回
追加 1回

開始が生後 7 ~12ヵ月
未満

初回 2回
追加 1回

―開始が生後12ヵ月以降 1回

初回：27日以上
追加：生後12ヵ月以降
に、初回の2回目から60
日以上

開始が生後 7 ~12ヵ月
未満

初回 2回
（生後12ヵ月ま
でに完了）
追加 1回

初回：27日以上
追加：初回の 3回目から
60日以上

開始が生後 2～ 7ヵ月
未満

初回 3回
（生後12ヵ月ま
でに完了）
追加 1回

60日以上開始が生後12~24ヵ月
未満

2回

開始が生後24ヵ月以降 1回 ―

2回目： 1回目の接種か
ら 1 ~ 2 ヵ月半
3回目： 1回目の接種か
ら 5 ~12ヵ月

〈 2価ワクチン〉
2回目： 1回目の接種から 1ヵ月
3回目： 1回目の接種から 6ヵ月

〈 4価ワクチン〉
2回目： 1回目の接種から 2ヵ月
3回目： 2回目の接種から 6ヵ月

2回目： 1回目の接種か
ら 1ヵ月以上
3回目： 2回目の接種か
ら 3ヵ月以上

3回

―1回4歳1期追加：生後 6～90ヵ月未満
（1期初回終了後、概ね1年おく）

小 6 ~高 1
相当の女子

―1回生後1歳未満 生後 5～ 8ヵ月
20~56日3 回1 期初回：生後 3～90ヵ月未満 生後 3～12ヵ月

―1回
1期追加：生後 3～90ヵ月未満
（ 1 期初回接種（ 3 回）終了後、
6ヵ月以上の間隔をおく）

1期初回接種
（ 3回）終了後
12～18ヵ月

初回接種開始：
生後 2～ 7ヵ月
未満

―1回1期：生後12~24ヵ月未満 1 歳の誕生日後
なるべく早目に

初回接種開始：
生後 2～ 7ヵ月
未満

追加接種：
生後12~15ヵ月
未満

―1回2期：小学校就学前の 1年間（年長児） 年長時
6 ~28日2 回1 期初回：生後 6～90ヵ月未満 3歳

中
1
の
間

対象者▶町内に住民票がある乳幼児及び児童・生徒
予診票▶和木町の予診票をご利用ください。

※予診票を紛失した場合は保健相談センターでお渡ししますので、必ず接種前に取りに
来てください。

費　用▶無料（公費負担のため）　　　　携行品▶母子健康手帳・予診票
医療機関▶町が委託している山口県内及び大竹市内の一部の医療機関
問合せ▶保健相談センター（☎52－7290）

定期予防接種のお知らせ
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場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）

（ 4 月16日～ 5 月15日）
行　　事

保健相談センター

体育センター

保健相談センター

体育センター
保健相談センター

12：45～13：00

10：00～15：00
10：00～11：30
10：00～15：00
13：30～14：30
9：30～11：30
9：30～10：30
10：00～12：00
10：00～15：00
9：30～10：30
13：00～13：10

4月17日（水）

18日（木）
19日（金）

25日（木）

26日（金）
5月2日（木）

9日（木）

13日（月）
15日（水）

平成23年9月～10月生まれ
平成22年3月～4月生まれ
乳幼児とその保護者の方

一般の方

乳幼児とその保護者の方

乳児とその保護者の方
一般の方

妊婦とそのご家族
乳幼児とその保護者の方

一般の方
平成23年2月～5月生まれ

1歳6ヵ月児健診
3歳児健診
プレイルーム

★元気アップ教室
プレイルーム

すくすく計測・相談会
★赤ちゃんのつどい

健康相談
★妊婦さんのつどい
プレイルーム
健康相談

2歳児歯科健診
★は申込みが必要です。

たっぷり野菜ときのこのヘルシースープ

たっぷり野菜のスープです。
冷蔵庫に残っている野菜を入れてみては
いかがですか？
（和木町食生活改善推進協議会　 2班）

生しいたけ…… 4 枚（60g）
えのきたけ…… 1 束（100g）
にんじん……1/2本（100g）
小松菜………1/2束（150g）
ベーコン………………… 1 枚
固形スープの素……………1個
水…………………… 3 カップ
塩・こしょう……………少々

自分でできることは自分でさせましょう
ワンポイントアドバイス　～排泄編～

●トイレでの排泄は寝起きがチャンスです。
●日中はタイミングよく、トイレに誘いま
しょう。

（和木町母子保健推進協議会）

（材料４人分）

　総合健診の申込書を世帯別に配布します。がん検診は
年齢等により受けられる検診が異なります。家族で確認
し合い、期限までにお申込みください。国保加入者はで
きるだけ総合健診で特定健診を受診してください。
健診種別と対象者▶
●特定健診：和木町国保加入者（25年 4 月 1 日現在）
●後期高齢者健診：75歳以上（障害等による後期高齢者
保険加入者を含む）
●がん検診等：対象年齢の町民
　国保以外の保険加入者は、特定健診に関するお問合せ
は保険証の発行元へお願いします。生活保護世帯の人
は、申込みの時にご相談ください。
申込方法▶
　申込書は世帯主宛で、世帯内の対象年齢の人を名簿に
記載しています（年齢は平成25年 4 月 1 日現在）。必ず開
封し、内容をご確認ください。記入方法等を同封の説明
書に記載しますので、よく読んで記入してください。 4
月19日までに届かない場合は、お問合せください。
申込書の提出先▶保健相談センター
申込期限▶ 4 月26日㈮
※保険種別の関係もあり取り違いを防ぐため、電話での
申し込みはできません。
日程・内容・自己負担金等▶
　申込書に同封する説明書をご覧ください。がん検診は
米軍空母艦載機移転に伴う再編交付金により、自己負担
は無料です。
【65歳以上の方へ】
　申込書に介護予防のための「生活機能評価チェックリ
スト」を同封します。これは要介護状態になるリスクが
高い人を早期発見し、介護予防に取り組んでいただくた
めのものです。氏名・該当項目等を記入して申込書と同
時に提出してください。要支援・要介護 1 ~ 5 に認定され
ている人は、質問票の提出は必要ありません。
　チェックリストによりリスクが高いと判定された人に
は、「介護予防健診」をお勧めします。
問合せ▶保健相談センター（☎52－7290）

健診申込みは4月26日㈮まで！

●●●●●●●●●●母推さんから一口メモ
～子育て中のパパ、ママへ～

●作り方
①下準備
生しいたけ…石づきを取り、薄切りにする。
にんじん…皮をむき、短冊切りにする。
えのきたけ…石づきを取り、2～3cm幅に切
る。
小松菜…株元を取り、2～3cm幅に切る。
ベーコン…2～3cmの短冊切りにする。
②煮る
鍋に水と固形スープの素と①を入れ煮込む。
火が通ったら塩・こしょうで調味する。

（ 1人分エネルギー43キロカロリー）
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国民健康保健及び後期高齢者医療被保険者の方の
特定健康診査の実施方法について

※被用者保険の被保険者の方（国民健康保険及び後期高齢者医療被保険者以外の方）は、それぞれ
の医療保険の保険者（保険証の発行元）の実施方法に従ってください。和木町の集団健診では、
各種のがん検診のみ受診できます。

※特定健診を申し込まれた方でも、実施日までに異動（被用者保険へ加入等）された方は、特定健
診は受診できませんので、ご了承ください。（各種のがん検診は受診できます。）

※各種がん検診は、無料です。
問合せ▶保健福祉課（☎52－2195）

　平成25年度の特定健康診査を次のように実施します。
　健康管理には、定期的に健康状態を確認することが重要です。特に特定健康診査は、生活習慣病
の予防に繋がります。ぜひ、年に一度は特定健康診査を受診しましょう。

〈国民健康保険被保険者の方〉
4 月 1 日時点で国保被保険者であり、40歳以上の方
（年度途中で転入、転出等により異動のあった方は対象から外れます。）

保健相談センターでの集団健診及び医療機関（和木町及び岩国市内）での個別健診
（町内の個別健診機関は、木村医院、中村クリニック）
※個別健診は、集団健診未受診者の方に、改めてご案内します。

【集団健診】6月19日㈬～25日㈫　23日㈰を除く　 8時~ 9 時50分受付
【個別健診】集団健診終了後から随時（受診券を送付します。）

【集団健診】1,000円
【個別健診】1,700円

【集団健診】各世帯にお配りしている、健（検）診申込書に記入して、 4月26日㈮ま
でに保健相談センターにお申し込みください。

【個別健診】受診を希望する医療機関にご確認ください。

医療機関での個別健診を受診される場合は、後日送付される受診券を持参してくださ
い。

対 象 者

実 施 方 法

実 施 日 時

自 己 負 担

申 込 み

そ の 他

〈後期高齢者医療被保険者の方〉
後期高齢者医療被保険者の方
（75歳以上の方及び65歳以上で障害認定を受けている一部の方）
年度内に75歳になる方は誕生日の翌月以降

保健相談センターでの集団健診及び医療機関（山口県内）での個別健診
（町内の個別健診機関は、木村医院、中村クリニック）
※個別健診は、集団健診未受診者の方に、改めてご案内します。

【集団健診】6月19日㈬～25日㈫　23日㈰を除く　 8時~ 9 時50分受付
【個別健診】集団健診終了後から随時（受診券を送付します。）
500円

【集団健診】各世帯にお配りしている、健（検）診申込書に記入して、 4月26日㈮ま
でに保健相談センターにお申し込みください。

【個別健診】受診を希望する医療機関にご確認ください。

医療機関での個別健診を受診される場合は、後日送付される受診券を持参してくださ
い。

対 象 者

実 施 方 法

実 施 日 時

自 己 負 担

申 込 み

そ の 他

17



　20歳以上であれば、学生の方も国民年金に加入しなければなりません。そこで、学生本人の所得が一定額
（118万円以下）であれば、在学期間中の保険料を社会人になってから納めることができる『学生納付特例制
度』があります。
　学生納付特例期間は、老齢基礎年金の受給資格期間には算入されますが、年金額の計算には反映されませ
ん。
　また、障害や死亡といった不慮の事態における障害基礎年金・遺族基礎年金についても、受給資格期間に算
入されます。受給資格要件を満たしていれば、満額の障害基礎年金・遺族基礎年金を受け取ることができま
す。
●申請手続き
　学生納付特例制度を申請するには、承認を受ける必要がありますので、在学証明書または学生証を持参し
てください。
　この申請は、前年の所得を確認して決定されますので年度ごとに申請が必要となります。
●承認期間　 4月から翌年の 3月です。
※申請の届出が遅れた場合でも 4月までさかのぼって特例を受けることができます。
☆平成24年度において学生納付特例制度により保険料納付を猶予されている方で、平成25年度も引き続き在
学予定の方へ 3月下旬に基礎年金番号等の印字されたハガキ形式の学生納付特例申請書が送付されていま
す。

【同一の学校に在学する場合】
　送られてきたハガキに必要最小限の記載事項を記入するだけで申請ができます。（在学証明書、または学生
証は不要です。）
【在学される学校等に変更のある場合】
　改めて在学の事実等について確認する必要があるため、ハガキで申請することはできません。保健福祉課ま
たは岩国年金事務所で申請を行ってください。（在学証明書、または学生証が必要となります。）
※平成25年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を希望される場合は納付書を送付しますので、保
健福祉課または岩国年金事務所までご連絡ください。
問合せ▶岩国年金事務所（☎24－2222）
　　　　保健福祉課（☎52－2195）

～高額な診療（入院・外来）を受ける方へ～
　限度額適用認定証等を提示すれば、入院だけ
でなく、外来の場合でも限度額までの支払いに
なります。

・認定証を提示することで、医療費は高額療養
費の適用区分に応じた自己負担限度額までの
支払いですみます。
・住民税非課税世帯の方は、食事代（食事療養
費）も軽減されます。
・申請が必要ですので、医療機関に入院される
場合は、必ず保健福祉課へご連絡ください。
・国民健康保険料の滞納がある世帯の方へは、
お渡しできない場合があります。

～国民健康保険への届け出はおすみですか？～
　社会保険の資格を喪失した場合には、必ず国民健康保
険に加入しなければなりません。
　国保に加入したり、脱退するときは、14日以内に保健
福祉課の窓口へ届け出てください。
　資格は、加入や脱退の事実が発生した日までさかのぼ
ります。
　加入の届け出が遅れると、保険料はさかのぼって支払
うことになります。また、やむを得ない場合を除き、被
保険者証のない期間の医療費が、全額自己負担になりま
す。
　脱退の届け出が遅れると、資格を外れたあとに国保の
被保険者証で受診した医療費がある場合、お返しいただ
くことになります。
　なお、届け出の際は、資格異動日の確認が必要ですの
で、次のものをご持参のうえ、届け出をしてください。
●加入するとき
・社会保険の資格喪失証明書または離職票など
・年金を受給されている方は、年金証書
●脱退するとき
・社会保険の被保険者証（対象者全員分）または資格取
得証明書
・国保の被保険者証（返却のため）問合せ▶保健福祉課（☎52－2195）

国保被保険者の方へ

学生納付特例制度（国民年金）

70歳
未満の方

70歳
以上の方

課税
世帯
非課税
世帯
課税
世帯
非課税
世帯

限度額適用認定証

限度額適用・
標準負担額減額認定証
必要ありません。
（高齢受給者証のみ）
限度額適用・
標準負担額減額認定証
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交
通
災
害
共
済
の
加
入
は
お
済
み
で
す
か
？

狂
犬
病
予
防
一
斉
注
射

平
成
25
年
度
和
木
保
育
所
及
び
わ
き
っ
こ
ク
ラ
ブ

の
入
所
・
入
室
状
況
に
つ
い
て

　

3
月
に
町
内
各
世
帯
に
対
し
、
交
通
災
害
共
済
会
員
証
兼

領
収
書
を
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
、
加
入
の
申
し
込
み
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

加
入
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
の
注
意
点
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

①
掛
金
が
無
料
の
場
合
（
満
60
歳
以
上
の
方
の
み
が
加
入
さ

れ
る
場
合
）
で
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口
で
加
入
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

②
掛
金
が
無
料
の
場
合
、
金
融
機
関
で
加
入
の
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口
で
受
付
け
を
し
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

③
4
月
以
降
で
も
加
入
の
申
し
込
み
は
随
時
受
付
け
ま
す
。

た
だ
し
、
4
月
以
降
の
加
入
の
場
合
、
共
済
期
間
の
開
始

は
加
入
申
込
日
の
翌
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

◆
交
通
災
害
共
済
の
加
入
申
込
み
が
で
き
る
指
定
の
金
融
機

関・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
中
国
五
県
）

・
山
口
銀
行
（
県
内
支
店
）

・
山
口
東
農
業
協
同
組
合

掛　

金
▼

●
一
人
に
つ
き　

5
0
0
円
／
年

●
中
学
生
以
下　

3
0
0
円
／
年

●
平
成
25
年
4
月
1
日
現
在
で
、
満
60
歳
以
上
の
方
は
無
料

で
す
。

※
本
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
が
扶
養
す
る
方
で
、
就
学

等
の
た
め
に
町
外
に
転
出
さ
れ
て
い
る
方
（
学
生
）
も
加

入
で
き
ま
す
。

　

交
通
災
害
共
済
事
業
は
、
少
な
い
掛
金
で
加
入
で
き
る
助

け
合
い
制
度
で
す
。
ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52

｜

2
1
9
4
）

　

平
成
25
年
度
の
一
斉
注
射
を

4
月
18
日
㈭
に
実
施
し
ま
す
。

犬
の
登
録
（
生
涯
に
1
回
）
及

び
年
1
回
の
予
防
注
射
（
生
後

91
日
以
上
の
犬
）
は
狂
犬
病
予

防
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
、
違
反
し
た
場
合
は
罪
に
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
け
ら
れ
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
飼
い
犬
を
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
事
前
に

ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ハ
ガ
キ
と
料
金
を
持
参

し
、
お
近
く
の
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
犬
を
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
会
場
が
大
変
混

み
合
い
ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
役
場
で
登
録
の
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

実
施
日
▼
4
月
18
日
㈭
雨
天
決
行

会
場
及
び
時
間
▼

関
ヶ
浜
分
館　
　
　
　
　
　

9
時
〜
9
時
15
分

瀬
田
分
館　
　
　
　
　
　
　

9
時
25
分
〜
9
時
40
分

大
谷
集
会
所　
　
　
　
　
　

9
時
50
分

瀬
田
3
丁
目
集
会
所　
　
　

10
時
5
分
〜
10
時
20
分

福
祉
会
館
駐
車
場　
　
　
　

10
時
30
分
〜
10
時
50
分

和
木
4
丁
目
第
1
集
会
所　

10
時
55
分
〜
11
時
10
分

和
木
5
丁
目
集
会
所　
　
　

11
時
20
分
〜
11
時
35
分

役
場
西
側
駐
車
場　
　
　
　

11
時
45
分
〜
12
時

料　

金
▼

注
射
料
金　
　
　
　
　
　

2,
4
0
0
円

注
射
済
票
交
付
手
数
料　
　

 

5
5
0
円

登
録
手
数
料　
　
　
　
　

3,
0
0
0
円

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52

｜

2
1
9
4
）

　

平
成
25
年
度
の
和
木
保
育
所
及
び
わ
き
っ
こ
ク
ラ
ブ
の

入
所
・
入
室
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

入
所
・
入
室
の
希
望
が
あ
る
場
合
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

課
ま
で
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
和
木
保
育
所

対
象
児
童
▼
平
成
25
年
4
月
2
日
現
在
の
年
齢
が
0
〜
2

歳
の
児
童
を
保
育
し
ま
す
。

入
所
資
格
▼
児
童
の
父
母
、
同
居
の
親
族
及
び
児
童
の
養

育
を
さ
れ
て
い
る
方
等
が
、
就
業
、
病
気
等
の
理
由
で
児

童
の
保
育
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

・
0
〜
2
歳
児
の
ク
ラ
ス
い
ず
れ
も
、
年
齢
別
の
定
員
に

近
い
入
所
状
況
で
す
。

・
定
員
に
達
し
た
後
に
入
所
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合

は
、
入
所
選
考
を
実
施
し
ま
す
。（
先
着
順
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。）

●
わ
き
っ
こ
ク
ラ
ブ

対
象
児
童
▼
和
木
小
学
校
に
通
う
児
童

入
室
資
格
▼
児
童
の
父
母
、
同
居
の
親
族
及
び
児
童
の
養

育
を
さ
れ
て
い
る
方
等
が
、
就
業
、
病
気
等
の
理
由
で
放

課
後
に
児
童
の
保
護
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

・
4
月
当
初
の
入
室
募
集
か
ら
定
員
を
超
え
る
申
し
込
み

が
あ
り
、
現
在
、
高
学
年
の
児
童
が
入
室
待
ち
と
な
っ

て
い
ま
す
。

・
退
室
が
発
生
し
た
際
に
は
、
わ
き
っ
こ
ク
ラ
ブ
選
考
基

準
に
よ
り
決
定
し
た
順
位
に
よ
り
入
室
決
定
し
ま
す
。

（
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

・
入
室
は
原
則
と
し
て
低
学
年
の
児
童
が
優
先
さ
れ
ま

す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課 

こ
ど
も
担
当
室

　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52

｜

2
1
9
4　

内
線
2
0
7
）
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キリトリ

キリトリ

キ
リ
ト
リ

キ
リ
ト
リ

開放日▶4月27日（土）
開放場所▶和木町側小瀬川河口
　入漁証をお持ちいただき、アサリ漁をお楽しみく
ださい。
　なお、資源保護のため、稚貝は持ち帰らないでく
ださい。多くの方がアサリを持ち帰ることができる
よう、ガンゼキなど、一度に多くの貝を採ることが
できる道具の持ち込みはご遠慮ください。
※今年もアサリが少ないことが予想されています。
問合せ▶住民サービス課（☎52－2194）

　町では、平成25年度も引き続き、地球温暖化
対策を推進するため、町内に住宅用太陽光発電
システムを新たに設置する方に対して、設置費
の一部を助成します。
　なお、平成25年度から補助制度の内容を変更
しますので、ご確認ください。
【補助制度の概要】
1 .  補助金額
　太陽電池モジュールの最大出力 1 kwあたり
2万円（上限 5 kw、 1千円未満切り捨て）

2 .  補助対象者
　国の補助（J-PECの住宅用太陽光発電導入
支援対策費補助金）を受けて、自ら居住する
ための町内の住宅に、対象システムを新たに
設置する個人で、電灯契約を締結し、町税を
完納している方。
※平成25年 4 月 1 日以降に対象システムの設
置工事に着手する方が対象です。着手する
前に交付申請書の提出が必要です。
※対象システム付きの建売住宅を購入する方
も対象になります。

3 .  対象システム
　　国の補助要件にすべて適合するシステム
4 .  申請窓口及び問合せ
　　住民サービス課
　　（☎52－2194）（　52－7277）
Eメール　jumin@town.waki.lg.jp
※本補助金の詳しい内容については、和木町の
ホームページ（http://www.town.waki.lg.jp/）
でご確認ください。

和木町住宅用
太陽光発電システム
設置費補助金について

継続します！！アサリの開放日

　

日
常
の
災
害
時
は
も
ち
ろ
ん
、
大
地
震
な

ど
の
大
災
害
時
に
は
、
消
防
団
の
果
た
す
役

割
は
特
に
大
き
く
、
地
域
防
災
の
中
核
と
し

て
そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
と
住
民
の
皆
さ
ん
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
若
い

皆
さ
ん
の
消
防
団
へ
の
参
加
が
不
可
欠
で

す
。
あ
な
た
も
消
防
団
員
に
な
り
ま
せ
ん

か
？

　

地
域
を
愛
す
る
多
く
の
方
々
の
、
消
防
団

へ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

入
団
の
条
件
▼

◎
和
木
町
に
居
住
し
、
年
齢
が
18
歳
以
上
の

方
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。）

◎
心
身
と
も
に
健
康
な
方

消
防
団
員
の
処
遇
▼

◎
年
間
一
定
額
の
報
酬
が
支
給
さ
れ
る
と
と

も
に
、
災
害
や
訓
練
等
に
出
動
し
た
場
合

に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
5
年
以

上
勤
務
し
退
団
し
た
場
合
に
は
退
職
報
奨

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
公
務
災
害
補
償
（
消
防
団
活
動
中
、
事
故

に
遭
い
死
傷
し
た
場
合
の
補
償
制
度
が
あ

り
ま
す
。）

◎
被
服
の
貸
与
（
消
防
団
活
動
に
必
要
な
制

服
な
ど
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。）

◎
表
彰
制
度
（
職
務
に
あ
た
っ
て
功
労
、
功

績
が
あ
っ
た
場
合
は
表
彰
さ
れ
ま
す
。）

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課　

消
防
係

　
　

（
☎
52

｜

2
1
3
6　

内
線
3
0
7
）

和
木
町
消
防
団
員
募
集
中
！
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行

政

相

談

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行
政
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日　

時
▼
4
月
18
日
㈭　

10
時
〜
12
時

場
所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52
―
1
6
1
6
） 

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
8
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

精
神
保
健
相
談

予
約
制
（
無
料
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日　

時
▼
奇
数
月
第
2
金
曜
日

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日　

時
▼
4
月
16
日
㈫

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
・
問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
29
―
1
5
2
5
）

法
テ
ラ
ス
無
料
法
律
相
談
会

〜
4
月
10
日
は
法
テ
ラ
ス
の
日
〜

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

日　

時
▼
4
月
19
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　

所
▼
山
口
県
弁
護
士
会
岩
国
法
律
相
談

権
利
が
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

縦
覧
期
間
▼
4
月
1
日
㈪
〜
30
日
㈫

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く

縦
覧
場
所
▼
税
務
課
（
役
場
1
階
）

手
数
料
▼
閲
覧
・
証
明
に
つ
い
て
は
、
通
常

は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
が
、
縦
覧
期
間
中

の
納
税
義
務
者
本
人
の
閲
覧
は
無
料
で
す
。

問
合
せ
▼
税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52
―
2
1
9
3
）

譲
渡
前
講
習
会
・
犬
・
猫
の
譲
渡
会

犬
の
し
つ
け
方
教
室

　

山
口
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
動
物

愛
護
を
推
進
し
、
動
物
の
正
し
い
飼
い
方
に

つ
い
て
、
地
域
の
模
範
的
飼
主
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
増
や
す
た
め
に
、

犬
・
ね
こ
を
お
譲
り
し
て
お
り
ま
す
。
責
任

の
あ
る
飼
主
と
し
て
、
地
域
社
会
に
適
正
な

飼
育
管
理
の
輪
を
広
げ
て
い
た
だ
け
る
方
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
犬
の
飼
主
の
方
々
を
対
象
に
「
犬

の
し
つ
け
方
教
室
」
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
飼
犬
同
伴
で
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
必
ず
ご
予
約
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
開
催
日
や
犬
及
び
猫
の
譲
渡
に
関

し
て
は
種
々
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
、
山
口
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼http://doubutuaigo.

pref.yam
aguchi.lg.jp/

問
合
せ
▼
山
口
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
　

（
☎
0
8
3
―
9
7
3
―
8
3
1
5
）

セ
ン
タ
ー

岩
国
市
錦
見
1
丁
目
10
―
17

相
談
内
容
▼
借
金
・
離
婚
・
相
続
・
労
働
問

題
等

定　

員
▼
6
名

※
相
談
時
間
お
一
人
30
分
程
度

申
込
方
法
▼
事
前
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

受
付
時
間
▼
平
日
9
時
〜
17
時
（
土
・
日
、

祝
日
を
除
く
）

申
込
期
間
▼
4
月
4
日
㈭
〜
定
員
に
な
り
次

第
締
切

予
約
先
▼
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
山
口
地

方
事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
山
口
）

（
☎
0
5
0
―
3
3
8
3
―
5
4
9
0
）

（
I
P
電
話
）

平
成
25
年
度
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書

の
送
付
に
つ
い
て

 

●
介
護
保
険
料

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

●
国
民
健
康
保
険
料

　

右
記
保
険
料
を
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
せ

て
い
た
だ
く
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
4
月
中

旬
に
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
（
4
〜
8
月

分
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

年
間
の
保
険
料
は
所
得
確
定
後
の
、
7
月

に
決
定
し
、
通
知
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
▼

介
護
保
険
料
：
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52
―
2
1
9
6
）

後
期
高
齢
者
保
険
料
：
税
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52
―
2
1
9
3
）

国
民
健
康
保
険
料
：
税
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52
―
2
1
9
3
）

年
金
天
引
き
か
ら

口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

●
国
民
健
康
保
険
料

　

年
金
天
引
き
の
場
合
、
確
定
申
告
に
お
け

る
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
は
本
人
に
限
ら

れ
ま
す
。
口
座
振
替
へ
支
払
い
方
法
を
変
更

す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
保
険
料
控
除
の
適

用
を
本
人
以
外
の
方
で
受
け
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　

必
要
な
方
は
、
税
務
課
窓
口
で
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
滞
納
が
あ
る
場

合
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
今
後
、
年
金
天
引
き
に
な
る
方
も
申
請
が

で
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
へ
の
変
更
を
希
望
し
な
い
方
は

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
金
融
機
関
届
出

印
、
通
帳
、
被
保
険
者
証

問
合
せ
▼
税
務
課
（
☎
52
―
2
1
9
3
）

固
定
資
産
税
台
帳
の
縦
覧
に
つ
い
て

縦
覧
で
き
る
方
▼
町
に
固
定
資
産
税
を
納
め

て
い
る
方
、
ま
た
は
、
そ
の
代
理
人
（
委
任

状
が
必
要
）

※
自
己
資
産
に
関
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税

内
容
に
つ
い
て
は
、
4
月
中
旬
頃
に
送
付

予
定
の
「
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
明

細
書
」
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

●
縦
覧
・
閲
覧
な
ど
に
お
越
し
に
な
る
際
に

は
　

本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・

納
税
通
知
書
な
ど
）、
代
理
人
は
委
任
状
、

借
地
・
借
家
人
の
場
合
は
、
契
約
書
な
ど
の

各
種
お
知
ら
せ

21



申
請
方
法
▼
居
住
開
始
か
ら
2
ヵ
月
以
内

に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
都
市
建
設
課
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

　
　

（
☎
52
―
2
1
9
7　

内
線
4
1
2
）

子
育
て
サ
ロ
ン「
た
ん
ぽ
ぽ
」

〜
親
子
で
遊
び
、
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　

子
育
て
サ
ロ
ン
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
は
親
子

同
士
、
子
ど
も
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
の
場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

対　

象
▼
幼
稚
園
入
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者

日　

時
▼
4
月
16
日
㈫

　
　
　
　

※
毎
月
第
3
火
曜
日

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

場　

所
▼
和
木
2
丁
目
第
3
集
会
所
（
山
の

手
集
会
所
）

参
加
費
▼
1
0
0
円
（
1
家
族
に
つ
き
）

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52
―
8
6
4
4
）

山
口
自
死
遺
族
の
集
い　

ク
ロ
ー
バ
ー

　

大
切
な
方
を
自
殺
で
亡
く
し
た
遺
族
が
、

体
験
や
想
い
を
安
心
し
て
語
り
合
い
わ
か
ち

あ
う
場
で
す
。

日　

時
▼

毎
月
第
3
土
曜
日
（
8
・
12
月
を
除
く
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分　

受
付
：
13
時
〜

場　

所
▼
防
府
総
合
庁
舎

参
加
費
▼
茶
菓
子
代
2
0
0
円

問
合
せ
▼
山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

（
☎
0
8
3
5
―
27
―
3
4
8
0
）

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
電
話
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

町
内
一
斉
清
掃

　

春
の
町
内
一
斉
清
掃
を
次
の
と
お
り
実
施

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
ご
参
加
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

日　

時
▼
5
月
12
日
㈰　

8
時
〜

※
雨
天
の
場
合
は　

5
月
18
日
㈯
に
延
期

●
自
治
会
長
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
草
、
泥
等
は
袋
に
入
れ
な
い
で
、
別
々
に

し
て
路
肩
等
に
積
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
交
差
点
の
近
く
に
は
積
ま
な
い
で
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52
―
2
1
9
4
）

住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
良
質
な
住
宅
の
建
設
の
促

進
を
図
る
た
め
、
町
内
に
住
宅
を
新
築
し
た

方
、
ま
た
は
建
設
さ
れ
た
新
築
住
宅
を
購
入

し
た
方
で
、
そ
の
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら

借
り
入
れ
た
方
に
対
し
て
、
そ
の
借
入
額
に

対
す
る
利
子
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
つ
い

て
、
町
が
補
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
新
築
住
宅
の
基
準
▼
人
の
居
住

用
床
面
積
が
60
㎡
以
上
あ
る
こ
と
。

補
助
額
及
び
補
助
期
間
▼
新
築
住
宅
の
建
設

ま
た
は
購
入
に
要
し
た
費
用
に
対
す
る
償
還

金
の
う
ち
、
利
子
に
相
当
す
る
額
（
年
額
上

限
6
万
円
）
を
居
住
を
開
始
し
た
月
か
ら
60

ヵ
月
間
補
助
し
ま
す
。

※
居
住
開
始
後
に
、
償
還
を
開
始
し
た
場
合

は
、
償
還
を
開
始
し
た
月
か
ら
60
ヵ
月
間

に
な
り
ま
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の

ゴ
ミ
収
集
の
日
程
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

連
休
中
の
ご
み
収
集
日
程
は
左
記
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

4
月
30
日
㈫　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

5
月
1
日
㈬　

燃
え
る
ご
み

5
月
2
日
㈭　

ガ
ラ
ス
類

5
月
7
日
㈫　

燃
え
る
ご
み

【
お
願
い
】
燃
え
る
ご
み
の
40
％
か
ら
60
％

は
水
分
で
す
。
生
ゴ
ミ
の
水
切
り
や
濡
れ
た

も
の
は
乾
燥
さ
せ
て
廃
棄
す
る
な
ど
、
ご
み

減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52
―
2
1
9
4
）

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

　

排
水
設
備
の
工
事
は
、
専
門
的
な
技
術
と

知
識
を
持
っ
て
い
る
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
の
い
る
指
定
工
事
店
で
な
け
れ

ば
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

責
任
技
術
者
の
認
定
試
験
は
2
年
に
1
回

実
施
し
て
お
り
、
平
成
25
年
度
は
、
実
施
年

と
な
り
ま
す
。

　

試
験
日
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

日　

時
▼
7
月
11
日
㈭

場　

所
▼
山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク
（
山
口

市
秋
穂
二
島
1
0
6
2
番
地
）

申
込
み
・
問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
52
―
2
1
9
8
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
山
口
県
下
水
道
協
会
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

和
木
町
長
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

日　

時
▼
6
月
27
日
㈭　

10
時
〜

場　

所
▼
役
場
3
階
会
議
室

内　

容
▼
候
補
者
の
届
出
に
関
す
る
事
項
、

選
挙
運
動
の
あ
ら
ま
し
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

問
合
せ
▼
和
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52
―
2
1
3
6
）

※
投
票
日
は
、
8
月
25
日
㈰
で
す
。

マ
ダ
ニ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
る
こ
と
で
感
染
す

る
「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

（
S
F
T
S
）」
が
日
本
で
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
マ
ダ
ニ
は
家
庭
内
に
生
息
す
る
ダ
ニ
と

は
種
類
が
異
な
り
ま
す
。
主
に
森
林
や
草
地

等
の
屋
外
に
生
息
し
全
国
的
に
分
布
し
て
い

ま
す
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て
活
動
的
に
な
り

ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
感
染
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

●
草
む
ら
や
藪
な
ど
に
入
る
場
合
に
は
、
長

袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
足
を
完
全
に
覆
う
靴
を

着
用
し
肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る
。

●
屋
外
活
動
後
に
は
、
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
て

な
い
か
確
認
す
る
。

●
吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
に
気
が
つ
い
た
ら
、
で

き
る
だ
け
病
院
で
処
置
す
る
。

●
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
後
に
発
熱
症
状
が
あ

っ
た
場
合
は
、
病
院
へ
受
診
す
る
。

※
詳
し
く
は
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
29
―
1
5
2
1
）
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【
返
済
期
間
】

　

各
学
校
を
卒
業
し
て
1
年
後
か
ら
返
済
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
返
済
期
間
は
在
学

さ
れ
た
期
間
の
2
倍
以
内
と
し
ま
す
。

◆
提
出
期
限　

5
月
16
日
㈭
必
着

【
提
出
先
・
問
合
せ
】
教
育
委
員
会
事
務
局

（
文
化
会
館
1
階
）（
☎
53
―
3
1
2
3
）

就
学
援
助
を
4
月
26
日
ま
で

受
け
付
け
て
い
ま
す

　

就
学
援
助
制
度
と
は
、
経
済
的
な
理
由
に

よ
り
就
学
困
難
な
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
、
学
用
品
費
・
校
外
活
動
費
の
一
部
な

ど
必
要
な
援
助
を
行
う
制
度
で
す
。

援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
▼

⑴
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

⑵
前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に
お
い
て
、
次

の
措
置
を
受
け
た
人
な
ど
、
生
活
保
護
を

必
要
と
す
る
人
に
準
ず
る
程
度
に
生
活
に

困
窮
し
て
い
る
人
。

①
生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止
を
受
け

た
世
帯

②
町
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

③
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
母

子
世
帯
（
児
童
手
当
で
は
な
い
）

④
国
保
・
国
民
年
金
保
険
料
の
減
免
措
置

を
受
け
て
い
る
世
帯

⑤
そ
の
他
の
理
由
で
、
生
活
状
態
が
極
め

て
悪
い
と
認
め
ら
れ
て
い
る
世
帯

申
請
書
▼
教
育
委
員
会
窓
口
ま
た
は
和
木
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
▼
4
月
26
日
㈮

提
出
先
・
問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
事
務
局（
文

化
会
館
内
）（
☎
53
―
3
1
2
3
）

和
木
町
奨
学
生
を

5
月
16
日
ま
で
募
集
し
て
い
ま
す

【
貸
付
要
件
】

●
高
校
生
・
大
学
生
（
短
大
生
含
む
）・
大

学
院
生
・
高
等
専
門
学
校
生
・
専
修
学
校
生

●
学
業
優
秀
な
人

●
本
町
に
2
年
以
上
住
ん
で
い
る
人

●
学
資
の
支
出
が
困
難
な
人

【
貸
付
金
額
】

※
い
ず
れ
も
1
名
当
た
り
の
月
額

●
大
学
（
短
大
）
生
・
大
学
院
生

　
　

国
公
立　
　

3
5,
0
0
0
円
以
内

　
　

私
立　
　
　

4
2,
0
0
0
円
以
内

●
高
校
生

　
　

国
公
立　
　

1
3,
0
0
0
円
以
内

　
　

私
立　
　
　

2
0,
0
0
0
円
以
内

●
高
等
専
門
学
校

　
　

国
公
私
立　

2
0,
0
0
0
円
以
内

●
専
修
学
校

　
　

専
門
課
程　

3
5,
0
0
0
円
以
内

　
　

高
等
課
程　

1
3,
0
0
0
円
以
内

【
提
出
書
類
】

●
奨
学
金
貸
付
申
請
書

●
成
績
証
明
書
（
出
席
日
数
を
記
入
）

●
在
学
証
明
書

●
学
校
長
の
推
薦
調
書

【
貸
付
の
可
否
に
つ
い
て
】

　

申
請
書
類
を
審
査
し
、
6
月
下
旬
頃
に
決

定
し
ま
す
。

【
貸
付
に
つ
い
て
】

　

毎
月
5
日
（
金
融
機
関
休
業
日
の
場
合
は

前
営
業
日
）
に
指
定
口
座
に
入
金
し
ま
す
。

な
お
、初
回
は
貸
付
決
定
後
に
4
月
分
か
ら
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
振
り
込
み
ま
す
。

小
学
校
の
古
い
机
と
イ
ス
を
売
却
し
ま
す

　

多
く
の
和
木
小
学
生
が
学
ん
だ
、
思
い
出

の
机
と
イ
ス
を
ご
希
望
の
方
に
お
譲
り
し
ま

す
。

　

な
お
、
売
却
益
は
東
北
へ
の
支
援
金
と
し

て
全
額
寄
附
い
た
し
ま
す
。

日　

時
▼
4
月
6
日
㈯　

10
時
〜
12
時

場　

所
▼
和
木
小
学
校
東
門

売
却
金
額
▼
机
5
0
0
円
、
イ
ス
3
0
0
円

そ
の
他
▼

●
展
示
物
の
中
か
ら
お
好
き
な
も
の
を
探
し

て
く
だ
さ
い
。

●
ご
自
分
で
当
日
お
持
ち
帰
り
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
53
―
3
1
2
3
）

山
口
県
健
康
福
祉
祭

●
競
技
ス
ポ
ー
ツ
、
囲
碁
・
将
棋
大
会

開
催
期
日
▼
5
月
22
日
㈬

　
　
　
　
　

※
ゴ
ル
フ
は
5
月
15
日
㈬

会　

場
▼
維
新
百
年
記
念
公
園
、
や
ま
ぐ
ち

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
、
厚
狭
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ種　

目
▼
卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

ペ
タ
ン
ク
、
弓
道
、
剣
道
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

囲
碁
、
将
棋
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
ゴ
ル
フ

募
集
期
間
▼
4
月
15
日
㈪
ま
で

　
　
　
　
　
（
ゴ
ル
フ
は
4
月
16
日
㈫
ま
で
）

参
加
資
格
▼
60
歳
以
上
（
昭
和
29
年
4
月
1

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

●
美
術
展

開
催
期
間
▼
6
月
7
日
㈮
〜
9
日
㈰

会　

場
▼
山
口
市
市
民
会
館

作
品
部
門
▼
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、

書
、
写
真

募
集
期
間
▼
4
月
12
日
〜
5
月
10
日

出
品
条
件
▼
県
内
在
住
で
60
歳
以
上
（
昭
和

29
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
の
ア

マ
チ
ュ
ア
の
方
が
創
作
し
た
未
発
表
作
品
、

出
品
数
は
1
人
1
点
（
複
数
部
門
へ
の
出
品

不
可
）

申
込
み
・
問
合
せ
▼

保
健
福
祉
課
（
☎
52
―
2
1
9
5
）

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52
―
8
6
4
4
）

山
口
県
ゴ
ル
フ
協
会

　
　
　
（
☎
0
8
3
―
9
7
3
―
4
7
0
1
）

※
ゴ
ル
フ
競
技
は
直
接
山
口
県
ゴ
ル
フ
協
会

に
問
合
せ
、
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

母
子
寡
婦
福
祉
会
会
員
募
集

　

母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、
母
子
家
庭
や
寡

婦
の
生
活
安
定
及
び
福
祉
の
向
上
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
お
互
い
の
悩
み
や
心
配
事
を
相

談
し
た
り
、
研
修
会
等
に
参
加
し
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
方
の
加
入
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

対
象
者
▼
町
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
、
及

び
概
ね
75
歳
未
満
の
寡
婦
の
方

年
会
費
▼
5
0
0
円
／
人

問
合
せ
▼
和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52
―
8
6
4
4
）

※
母
子
福
祉
に
関
す
る
お
尋
ね
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
　
　
　

和
木
町
母
子
寡
婦
福
祉
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

灰
岡
美
穂
子
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問合せ▶商工会（☎53―2066）

 in 蜂ヶ峯

開催
日時

5月25日㈯ 10時~ バラ園を中心としたイベント
      26日㈰ 9 時~

出店料▶
町内の方： 1区画2,000円
町外の方： 1区画3,000円
※飲食物の出店はできません。

4月 1日から受付開始!!

★フリーマーケット出店募集

会　場▶キャンプ場特設ステージ

バーベキューをしながら一緒に
　　楽しみませんか?
バ ベキ をしな

★ロック in ROSE

　出演バンド募集中!!
★ロック in ROSE

　出演バンド募集中!!

日　時▶ 5 月25日㈯　10時~15時
場　所▶バラ園
対象者▶幼稚園・小学生・中学生・一般
　参加者全員に参加賞あり

★町制40周年○×
クイズ

★町制40周年○×
クイズ★町制40周年記念ローズ写

生大会
★町制40周年記念ローズ写

生大会

★お宝を探せ!! 公
園中のお宝をみつけ

よう
★お宝を探せ!! 公

園中のお宝をみつけ
よう

★鹿児島から産直
植木市開催

★鹿児島から産直
植木市開催

ローズフェスタ目玉企画
特別企画！！

開催
場所 蜂ヶ峯総合公園

ローズフェスタ 2013
in 蜂ヶ峯

ローズフェスタ 2013ローズフェスタ 2013
～2日間開催～

親子で写生大会に参加してみませんか？

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
修
了
式

　

3
月
9
日
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成

24
年
度
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
修
了

式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
修
了
生
35
名
を

代
表
し
て
剣
道
部
奈な

良ら

智と
も

璃あ
き

君
が
、
指
導

者
や
保
護
者
の
方
々
に
お
礼
の
言
葉
を
伝

え
ま
し
た
。
ま
た
、
修
了
生
か
ら
下
級
生

に
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
が
よ
り
発
展

す
る
よ
う
に
と
、
団
活
動
で
必
要
と
な
る

用
具
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
の
意
義
に
則

り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
礼
儀
や
マ
ナ
ー
を
学
び
、
心

身
と
も
に
健
全
な
成
長
を
遂
げ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

ス
ポ
少
バ
レ
ー
部
が
活
躍

●
大
竹
市
小
方
大
会

期　

日
▼
2
月
24
日

場　

所
▼
小
方
小
学
校
・
小
方
中
学
校

結　

果
▼
A
級　

優
勝

●
第
4
回
サ
ン
・
リ
フ
ォ
ー
ム
カ
ッ
プ
周
南

市
近
郊
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

期　

日
▼
3
月
2
日

場　

所
▼
下
松
市
民
体
育
館

結　

果
▼
A
級　

3
位

●
第
8
回
岩
国
近
郊
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

期　

日
▼
3
月
3
日

場　

所
▼
三
井
化
学
体
育
館

結　

果
▼
A
級　

3
位

イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ

お礼の言葉を述べる奈良智璃君

24



　町では、家庭から出るごみのうち、布団、タンス、机、ストーブなどを
粗大ごみとして収集し、リサイクル処理しています。
【金属・不燃の日】
　町指定袋に入る大きさのもの。袋に氏名を記入して、収集日の午前 8時30分まで
にごみステーションに出してください。

【直接搬入の場合】
　受付は、役場開庁日の午前 8 時30分から午後4時までです。車両にごみを積み、役場で受付手続きを済
ませてクリーンセンターへ搬入してください。ただし、 8月15日は持ち込みできません。

【戸別収集の場合】
　収集日の前日の午後4時までに役場住民サービス課へ申し込んでください。その際に、住所、氏名、電
話番号、廃棄するごみの種類等をお知らせください。
◎対象となるごみの種類、手数料額、日程等は、ごみカレンダーをご覧ください。
問合せ▶住民サービス課（☎52－2194）

■山口県の監視体制
　県内19箇所の大気測定局に自動測定局を設置し、大気中のPM2.5の濃度を24時
間連続で測定しています。町内では、総合コミュニティセンターに自動測定器が設置されており、「山口県の大
気環境の状況」のホームページから 1時間毎の測定値を見ることができます。

■山口県の注意喚起に係る基準
・県内を 4区域単位（東部、中部、西部、北部）で注意喚起等を実施
・85μg/㎥を超えた場合は、注意喚起を実施
・注意喚起後に、50μg/㎥以下に改善した場合に、注意喚起を解除

■PM2.5の 3 月日平均値

■環境省注意喚起のための暫定的な指針となる値
1 日平均値70μg/㎥
1 時間平均値85μg/㎥を 1日のうち早めの時間帯で超えた場合

<環境基準>
　年平均値15μg/㎥以下かつ日平均35μg/㎥以下
　環境基準は、人の健康を保護するうえで維持されることが望ましい基準として設定されるものであり、大気環
境濃度が基準値を超過した場合でも、直ちに人の健康に影響が表れるものではありません。

を
間連続で測定しています 町内では 総合コミュニティセンターに自動測定

■山口県口県の監視体制口県の監視体制
　県内19箇所の大気測定局に自動測定局を設置し、大気中のPM2.5の濃度を9箇所の大気測定9箇所の大気測
間連続で測定しています 町内では 総合コミ ティセンタ に自動測定

PM2.5（微小粒子状物質）について

粗大ごみの廃棄のしかた

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

85超

85以下~35超

35以下

70超

レベル 判断基準 日平均予測 行動の目安

70以下

27 14 17 12 12 14コミュニティセンター 
測定局 3／10 11 12 13 14 15

15 22 17 38 36 10 13 19 30
16 17 18 19 20 21 22 23 24

・屋外で長時間の激しい運動を控える。
・外出をできるだけ減らす。
・屋内換気や窓の開閉を最小限にする。
※呼吸器系や循環器系疾患のある者、小児、高齢者等において
は、体調に応じて、より慎重に行動することが望まれる。
特に行動を制約する必要はないが、呼吸器系や循環器系疾患の
ある者、小児、高齢者等では、健康、体調の変化に注意する。
通常の活動が可能。
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　町では、家庭から出るごみのうち、布団、タンス、机、ストーブなどを
粗大ごみとして収集し、リサイクル処理しています。
【金属・不燃の日】
　町指定袋に入る大きさのもの。袋に氏名を記入して、収集日の午前 8時30分まで
にごみステーションに出してください。

【直接搬入の場合】
　受付は、役場開庁日の午前 8 時30分から午後4時までです。車両にごみを積み、役場で受付手続きを済
ませてクリーンセンターへ搬入してください。ただし、 8月15日は持ち込みできません。

【戸別収集の場合】
　収集日の前日の午後4時までに役場住民サービス課へ申し込んでください。その際に、住所、氏名、電
話番号、廃棄するごみの種類等をお知らせください。
◎対象となるごみの種類、手数料額、日程等は、ごみカレンダーをご覧ください。
問合せ▶住民サービス課（☎52－2194）

■山口県の監視体制
　県内19箇所の大気測定局に自動測定局を設置し、大気中のPM2.5の濃度を24時
間連続で測定しています。町内では、総合コミュニティセンターに自動測定器が設置されており、「山口県の大
気環境の状況」のホームページから 1時間毎の測定値を見ることができます。

■山口県の注意喚起に係る基準
・県内を 4区域単位（東部、中部、西部、北部）で注意喚起等を実施
・85μg/㎥を超えた場合は、注意喚起を実施
・注意喚起後に、50μg/㎥以下に改善した場合に、注意喚起を解除

■PM2.5の 3 月日平均値

■環境省注意喚起のための暫定的な指針となる値
1 日平均値70μg/㎥
1 時間平均値85μg/㎥を 1日のうち早めの時間帯で超えた場合

<環境基準>
　年平均値15μg/㎥以下かつ日平均35μg/㎥以下
　環境基準は、人の健康を保護するうえで維持されることが望ましい基準として設定されるものであり、大気環
境濃度が基準値を超過した場合でも、直ちに人の健康に影響が表れるものではありません。

を
間連続で測定しています 町内では 総合コミュニティセンターに自動測定

■山口県口県の監視体制口県の監視体制
　県内19箇所の大気測定局に自動測定局を設置し、大気中のPM2.5の濃度を9箇所の大気測定9箇所の大気測
間連続で測定しています 町内では 総合コミ ティセンタ に自動測定

PM2.5（微小粒子状物質）について

粗大ごみの廃棄のしかた

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

85超

85以下~35超

35以下

70超

レベル 判断基準 日平均予測 行動の目安

70以下

27 14 17 12 12 14コミュニティセンター 
測定局 3／10 11 12 13 14 15

15 22 17 38 36 10 13 19 30
16 17 18 19 20 21 22 23 24

・屋外で長時間の激しい運動を控える。
・外出をできるだけ減らす。
・屋内換気や窓の開閉を最小限にする。
※呼吸器系や循環器系疾患のある者、小児、高齢者等において
は、体調に応じて、より慎重に行動することが望まれる。
特に行動を制約する必要はないが、呼吸器系や循環器系疾患の
ある者、小児、高齢者等では、健康、体調の変化に注意する。
通常の活動が可能。
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　町制施行40周年記念の品としてエ
コトートバッグを作製しました。
　各世帯には、自治会を通じて配
布、贈呈いたします。
　お買物やお出かけ、クラブ活動等
の際に、有効にご使用ください。

40周年記念バッグ周年記周周年記
40th Anniversary

募集人員▶ 1 名（和木町在住）
勤務内容▶小中学校の図書館用務
勤務場所▶和木小学校及び和木中
学校
勤務時間▶ 8 時30分~16時30分
　　　　　（ 7時間勤務）
勤務日数▶203日程度/年間
賃　金▶5,600円/日
資　格▶司書資格所有者
応募方法▶市販の履歴書に必要事
項を記入のうえ、教育委員会事務
局に提出してください。
応募期限▶ 4 月15日㈪
問合せ▶教育委員会事務局
　　　　　　　  （☎53－3123）
※面接の日時は後日連絡します。

学校図書館司書パート職員募集
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和木町の人口ピラミッド
男　3,271人
（－6）

女　3,293人
（＋3）

平成25年 3月1日現在
総人口　6,564人

世帯数　2,781世帯

和木町の面積　10.56km2
（ ）内は前月比
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